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は じ め に

　当消防組合は、昭和４４年国の重点施策に基づく広域市町村整備計画に沿い施

設の整備強化を図り、火災及び地震等の災害から地域住民を保護し、社会公共の

福祉の向上を積極的に推進しようという機運が高まり、館林市、板倉町、明和村

（現明和町）、千代田村（現千代田町）、邑楽町の１市２町２村での消防業務を

処理するための組合を、既設の館林市消防本部・消防署を中核として昭和４５年

４月１日に発足しました。

　この消防年報は、令和6年中の消防業務について収録編さんし、今後の消防行

政の参考にするとともに、館林地区消防組合の消防現況を広くご理解いただくた

めに作成しました。

令和7年9月

館林地区消防組合消防本部
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一般概要 



・館林町常備消防部発足　部員１２名。

・１町７ヵ村合併により館林市発足。

・館林市大字館林８１８番地の４に庁舎落成、移転。（449.6 ㎡)

・中短波無線局設置。

・救急業務開始。

・消防本部及び消防署設置　職員３０名。

・千代田村機関常備発足　部員４名。

・板倉町常備消防部発足　部員１２名。

・超短波無線局設置。

・館林市隣接町村からの消防事務を委託。

・１市２町２ヵ村による広域消防組合発足。（館林市、板倉町、明和村、千代田村
　　　　　　　　　　 　邑楽町）（消防組合発足昭和４５年４月１日群馬県指令地第１２２号）
　　　　　　　　　 ・４月１日現在、定員１７９名、実員６０名、同年中２０名採用、実員８０名となる。

・消防音楽隊発足。

・組合消防初代消防長に吉田健一郎が就任。

・板倉分署新庁舎完成、移転。

・邑楽水害予防組合が発展的に解消し邑楽館林水防事務組合が設立され、
　　　　　　　　　　 　その事務を消防本部で執行。

・明和、千代田、邑楽分署庁舎完成、３分署発足。

・職員１７名採用、実員９７名となる。

・邑楽館林水防事務組合を解散し消防組合に包含。
　　　　　　　　　　 　水防管理団体指定（昭和４７年４月１日群馬県指令河第１０８号）

・消防団を消防組合消防団に一本化し支団制を執行。

・職員１１名採用、実員１０８名となる。

・東北道縦貫自動車道開通に伴い火災、救急業務開始。

・職員６名採用、実員１１４名となる。

・館林市美園町７番３号に消防本部及び消防署新庁舎完成、同年５月移転。

・条例定数を減少し定員１３９名、その他職員２名となる。職員１４名採用、実員
　　　　　　　　　　 　１２８名となる。

・館林市大街道出張所完成。

・特別操法隊、レンジャー隊発足。

・職員４名採用、実員１３２名となる。

・救助艇隊発足、本署に救助艇を配備。

・職員８名採用、実員１３７名となる。（内１名はその他の職員）

・職員６名採用、実員１４０名となる。（内２名はその他の職員）

・消防本部機構改革、警防課が新設され、３課１室８係となる。

・職員２名採用、実員１４１名となる。

・救助艇隊を発展的に解消し、レンジャー隊が救急を除く、水陸両事故に対処する

　ものとなる。

・第２代消防長に金子喜久男が就任。

・千代田村が町制を施行、千代田町となる。

・通信指令室に２係を新設、３課１室９係となる。

・消防本部及び消防機構改革、本部に本部次長・参事・課長・主幹・係長・主査

　主任、署に司令以下（本部の主幹以下）の職制を採用、消防署の中隊を消防第

　一係・第二係と改称、庶務係・予防係を新設、消防団事務を消防署で執行。

・３５ｍ級梯子付消防自動車を導入。

・消防組合消防団の支団制を廃止し、消防団制を執行。

・条例定数改正により消防吏員１６２名、その他職員２名となる。

・職員６名採用、実員１４６名となる。

・組合議会議員定数改正、各市町村の議員の任期満了によりそれぞれ１名減員し

　将来１１名構成になる。

・職員６名採用、実員１５２名となる。

・職員４名採用、実員１５６名となる。

・北出張所庁舎完成（開所）。

・化学消防自動車を導入。

・職員５名採用、実員１６０名となる。

・職員５名採用、実員１６２名となる。

・整備工場を細内町（北出張所隣接）に移設。

消防の沿革
昭和２５年１２月

昭和２９年　４月

昭和３０年　８月

昭和３２年　７月

昭和３３年　６月

昭和４７年　４月

昭和５５年　４月

昭和５５年　７月

昭和４９年１２月

昭和５０年　４月

昭和５１年　６月

昭和５３年　４月

昭和５４年　４月

昭和５４年　８月

昭和４７年１１月

昭和４８年　４月

昭和４９年　３月

昭和４９年　４月

昭和３５年　４月

昭和３７年１２月

昭和３８年　７月

昭和４１年　９月

昭和４３年　７月

昭和４５年　４月

昭和５６年　４月

昭和５７年　４月

昭和５７年　７月

昭和５８年　４月

昭和４９年１1月

昭和４５年　5月

昭和５８年１０月

昭和４５年１２月

昭和４６年　３月

昭和４６年　４月

昭和５９年　４月

昭和６１年　４月

昭和６２年　４月

昭和６３年　３月

昭和６３年　４月

平成　元年　４月

平成　元年　５月

平成　２年　３月

平成　２年　４月

平成　３年　４月

平成　３年１１月
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・条例改正により定数１７６名、職員４名採用、実員１６１名となる。

・救助工作車を導入。

・救助工作車（Ⅱ型）を本署に配備する。

・板倉分署２号車（水槽付700ℓ）、明和分署１号車（水-Ⅱ型）、救急車を更新。

・職員８名採用、実員１７０名となる。

・群馬県総合防災訓練を館林市大島地先で実施。

・職員７名採用、実員１７５名となる。

・組合初の救急救命士誕生。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・マイクロバスを更新。

・邑楽消防団第１分団第２班詰所新築。

・千代田消防団第１分団第１班、第２分団第３班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・館林消防団第５分団第２班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・救急車（予備車）を更新（本署）、救助艇牽引車を更新（本署）。

・指揮広報車を更新（本部）、北出張所１号車を更新（水－Ⅱ型）。

・出張所長（日勤）、係長を常勤として配置。

・職員２名採用、実員１７５名となる。

・整備工場連絡車を更新。

・千代田消防団第１分団第２班、第１分団第４班、第２分団第２班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・館林消防団第１０分団第１班、邑楽消防団第１分団第２班、第３分団第４班車両を更新

　（ＣＤ－Ⅰ）。

・庁舎増築（指令室、作戦指令室、会議室、機械室、救急隊員控室、救急資器材

　倉庫、救急用消毒室、車庫）。

・高規格救急自動車を導入、本署に配備。

・庁舎増築に伴い高圧ガス製造所を移設。

・高規格救急自動車の運用開始。

・出張所に所長以下２０名の職員を配置、救急車を配備し運用開始。

・明和消防団第１分団第１班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・邑楽消防団第２分団第３班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・館林消防団第９分団第２班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・館林消防団第６分団第１班詰所新築。

・館林消防団専用消防無線機（携帯型１Ｗ）１８基配備。

・消防緊急指令施設（Ⅱ型）更新、ＯＡ化に伴い各課、各署にＯＡ端末機を導入。

・ボートトレーラー（本署配備）、千代田分署配備の救助艇（８人乗り）を更新。

・北出張所車庫（４０．５㎡）の増築、明和消防団第２分団第２班、邑楽消防団

　第２分団第２班詰所新築。

・第３代消防長に金子政雄が就任。

・消防緊急指令施設（Ⅱ型）運用を開始。

・消防長車を更新。

・本部・署の車両にＡＶＭ装置（車両動態表示装置）を搭載。

・明和消防団第３分団第１班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・明和消防団第１分団第２班詰所新築。

・邑楽消防団第２分団第２班、第３分団第２班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・館林消防団第２分団、第４分団第２班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・館林消防団第４分団第１班詰所新築。

・館林消防署電源照明車を更新。

・明和消防団第１分団第２班、第２分団第２班、第３分団第２班車両（700ℓの水槽付）

　邑楽消防団第１分団第３班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・館林２号車（水－Ⅱ型）、板倉１号車（水－Ⅱ型）、邑楽２号車（水－Ⅰ型）

　を更新、邑楽２号車（中継用）には、水槽付（１５００ℓ）、ホース１０本

　積載できる電動ホースカー（動力昇降装置）を新たに導入。

・明和村が町制を施行、明和町となる。

・館林消防団第２分団詰所新築。

・邑楽分署に高規格救急自動車を配備。

・館林消防団第６分団第１班、第８分団第２班車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・板倉消防団第５分団車両を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・板倉分署、千代田分署に高規格救急自動車を配備。

・明和消防団第１分団第１班詰所新築。

平成　９年１２月

平成１０年　３月

平成１０年　８月

平成１０年１０月

平成１１年　２月

平成１１年　３月

平成１１年１０月

平成１２年　３月

・消防署に係制を敷き、庶務係・予防係・警防係・消防団係・救急係・救助係を設置する。

平成　５年　８月

平成　６年　４月

平成　６年　５月

平成　８年１１月

平成　８年１２月

平成　９年　２月

平成　９年　３月

平成　９年　４月

平成　７年　６月

平成　７年１１月

平成　７年１２月

平成　８年　３月

平成　８年　４月

平成　８年１０月

平成　７年　４月

平成　７年　４月

平成　６年　９月

平成　６年１１月

平成　７年　３月

平成　５年　３月

平成　５年　４月

平成　４年１２月

平成　９年１１月

平成　４年　４月

平成　５年　１月

平成　６年　７月
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・本部警防１号車を更新。

・条例定数の消防吏員１８１名、その他職員２名となる。

・館林消防署救助艇及びボートトレーラーを更新。

・館林３号車を更新（ＣＤ－Ⅰ）。

・板倉分署水防車（軽）を更新。

・邑楽１号車を更新（水－Ⅱ）。

・館林消防団第８分団第１班詰所新築。

・常備消防費負担割合　基準財政需要額６０％及び人口割とする。

・明和分署に高規格救急自動車を配備。

・西分署新庁舎完成。（大街道出張所の廃止）

・北出張所を改め、北分署となる。

・職員６名採用、実員１８３名となる。

・西分署に高規格救急自動車を配備。

・西分署に３号車（連絡車）を配備。

・北分署３号車（連絡車）を配備。

・邑楽消防団第３分団第５班車両を更新（ＣＤ－１）。

・館林消防団第４分団第１班車両を更新（ＣＤ－１）。

・北分署に水防車（軽）を配備、千代田分署水防車（軽）を更新。

・北分署に高規格救急自動車を配備。

・救急救命士１名誕生１５名となる。

・救急救命士１名誕生１６名となる。

・西分署に大型水槽車（10,000ℓ）を配備。

・館林消防署の救急館林３号車を高規格救急自動車に更新。

・第４代消防長に荒井榮一が就任。

・群馬県防災訓練を館林市大島町地内青少年広場にて実施。

・館林消防署の梯子車（３５㍍級）を更新（３０㍍級）。

・館林消防署の救急館林１号車（高規格）を更新。

・救急館林１号車（高規格）を本部指揮統制車に改造。

・明和町南大島２６５番地１に明和分署新庁舎完成、移転。

・条例定数の消防吏員１８９名、その他職員２名となる。

・職員８名採用、実員１８５名となる。

・職員10名採用、実員１８８名となる。

・第５代消防長に田中栄が就任。

・邑楽町大字中野２６４７番地１に邑楽分署新庁舎完成、移転。

・館林消防団第９分団第１班詰所新築。

・館林１号車を更新。

・邑楽分署高規格救急自動車、館林消防団第１分団車を更新。

・板倉町大字板倉３４２７番地の５に板倉分署新庁舎完成、移転。

・職員９名採用、実員１９１となる。

・救急救命士１名誕生、２７名となる。

・館林消防団第８分団第２班に救助資機材搭載型消防車両が貸与される。

・館林消防団第４分団第２班詰所新築。

・災害用フォークリフトを購入。

・千代田町大字萱野１２１８番地の１に千代田分署新庁舎完成、移転。

・救急板倉１号車及び救急千代田１号車を更新。

・板倉分署、明和分署、千代田分署、邑楽分署を消防署に組織改編。

・第59回利根川水系連合水防演習を板倉町大高嶋地先で実施。

・館林梯子２号車（１５m級）を北分署から板倉消防署に配置換え。

・千代田１号車を更新。

・救急明和１号車を更新。

・館林救助２号車を更新。

・館林地区消防組合消防団に司令車が寄贈される。

・水防１号車を更新。

・第６代消防長に小林博が就任。

・邑楽消防署に館林救助３号車（救助工作車Ⅱ型）を配備。

・救急救命士１名誕生、３３名となる。

・救急館林西１号車を更新。

・明和１号車を更新。

・板倉２号車を更新。

・館林北1号車を更新。

・重機（３ｔ級）、重機搬送車が総務省消防庁より貸与される。

・消防救急デジタル無線を導入。

平成２３年　１月

平成２３年　２月

平成２３年　３月

平成２３年　４月

平成２３年　５月

平成２３年１２月

平成２４年　３月

平成２５年　１月

平成２５年　３月

平成２５年　４月

平成２２年　２月

平成２２年　３月

平成２２年　４月

平成２２年　５月

平成２２年　７月

平成２２年１１月

平成２０年　５月

平成２０年１１月

平成２０年１２月

平成２１年　３月

平成２１年　４月

平成２２年　１月

平成１７年１２月

平成１８年　３月

平成１９年　３月

平成１９年　４月

平成２０年　４月

平成１５年　５月

平成１５年１１月

平成１６年　３月

平成１６年　４月

平成１６年　８月

平成１７年　３月

平成１４年　５月

平成１４年　９月

平成１４年１０月

平成１４年１２月

平成１５年　２月

平成１５年　３月

平成１３年　１月

平成１３年　２月

平成１３年　３月

平成１３年　４月

平成１３年１０月

平成１４年　４月

平成１２年１２月

平成１２年１０月
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・救急救命士１名誕生、３８名となる。

・特別救助隊、指揮隊を発足。

・救急館林北１号車を更新。

・第７代消防長に小山雅則が就任。

・条例定数改正により、消防吏員１９１名となる。

・火災原因調査車を更新。

・救急館林２号車を更新。

・館林水防車（軽）を更新。

・館林署指揮隊車を購入。

・邑楽２号車を更新。

・通信指令装置（指令系）を更新。

・救急館林1号車を更新。

・警防車（本部２）を購入。

・明和消防団第３分団第２班詰所新築。

・館林化学１号車を更新。

・館林消防団第１０分団第１班詰所新築。

・デジタル無線出動車両運用管理システム地図検索装置用ベクトル更新地図使用。

・救急救命士、43名となる。

・第８代消防長に峰岸一弘が就任。

・群馬県総合防災訓練を館林市大島町地内青少年広場にて実施。

・板倉１号車を更新。

・救急救命士、４７名となる。

・危険物安全協会と防火対象物連絡協議会が合併し、館林地区防火安全協会となる。

・館林地区消防組合消防本部 館林消防署 新庁舎 設計業務委託。

・救急邑楽1号車を更新。

・第９代消防長に福地保幸が就任。

・救急救命士、４９名となる。

・館林地区消防組合消防本部 館林消防署 新庁舎 設計業務完成。

・館林地区消防組合消防本部 館林消防署 新庁舎 建設工事着工。

・邑楽１号車を更新。

・救急救命士、５２名となる。

・救急板倉1号車を更新。

・館林地区消防組合消防本部 館林消防署 新庁舎完成。

・館林地区消防組合発足50周年を迎える。

・館林地区消防組合消防本部 館林消防署 新庁舎開署。

・高機能消防指令センター 整備導入。

・救急救命士、５６名となる。

・高機能消防指令センターにNET１１９機能を整備導入。

・千代田消防署救助艇更新、船舶積載用トレーラー配備。

・救急千代田1号車を更新。

・館林西１号車を更新。

・救急救命士、５８名となる。

・救急明和1号車を更新。

・北分署改修工事。

・条例定数改正により、定数２００名となる。

・救急救命士、５９名となる。

・救急西1号車を更新。

・資材搬送車を購入。

・邑楽消防署庁舎女子エリア改修工事。

・第１０代消防長に小貫裕康が就任。

・救急救命士、６１名となる。

・救急北1号車を更新。

・職員４名採用、実員１９６名となる。

・救急救命士、６５名となる。

・live１１９緊急通報システム導入

・西分署改修工事

・第１１代消防長に横村恭彦が就任。

・職員４名採用、実員１９６名となる。

・救急救命士、６６名となる。

令和　７年　４月

令和　６年　６月

令和　７年　３月

令和　４年１２月

令和　５年　３月

令和　５年　３月

令和　５年　４月

令和　３年１２月

令和　４年　３月

令和　４年　４月

令和　２年　４月

平成２９年　６月

令和　２年　１月

令和　２年　３月

平成２８年　２月

平成２８年　３月

平成２９年　３月

平成２９年　４月

平成２９年１０月

平成３０年　４月

平成２８年　４月

平成２８年　９月

平成２７年１１月

平成２５年　６月

平成２５年　７月

平成２６年　１月

平成２６年１２月

平成２７年　１月

平成２７年　２月

平成２７年　３月

平成２６年　４月

令和　２年　６月

令和　５年１１月

令和　６年　４月

平成３１年　４月

令和　３年　４月

令和　２年１０月

令和　２年１２月

令和　３年　３月

平成３０年　８月

平成３０年１０月

平成３１年　３月
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（　　）内は令和６年４月１日現在

61,157

(134,804) (67,852) (66,952) (60,622)
合 計 175.31

133,660 67,208 66,452

11,002

(25,680) (13,057) (12,623) (10,936)
邑 楽 町 31.11

25,444 12,873 12,571

4,744

(10,880) (5,521) (5,359) (4,687)
千 代 田 町 21.73

10,792 5,457 5,335

4,451

(10,776) (5,419) (5,357) (4,392)
明 和 町 19.64

10,706 5,388 5,318

5,978

(13,601) (6,845) (6,756) (5,929)
板 倉 町 41.86

13,383 6,744 6,639

世　帯　数
市町村名 男 女

館 林 市 60.97
73,335 36,746 36,589 34,982

(73,867) (37,010) (36,857) (34,678)

男　　女　　別

位置と地勢

　当消防組合のある館林・邑楽地区は、「鶴舞う形の

群馬県」のちょうど頭とクチバシのあたりで、関東平

野のほぼ真ん中に位置し、北に栃木県佐野市・足利

市・栃木市、東に茨城県古河市、南に埼玉県羽生市・

行田市・加須市と３県に接し、西は太田市・大泉町に

接しています。

　地形は、すべて平地で利根川、渡良瀬川の大河をは

じめ中小河川に渡良瀬遊水地、多々良沼、城沼、近藤

沼などの池沼が点在し、水と緑が豊かな地域でありま

す。

　交通アクセスも、東北自動車により首都圏や東北方

面等も非常に近く、東武鉄道伊勢崎線、日光線により

浅草まで、１時間弱という近さで通勤通学にも非常に

便利な地域で、近年、流通・製造などの企業や大規模

商業施設が進出しています。

構成市町の状況

区　分 面　積
　（k㎡）

人　　口

（１）令和７年４月１日現在の面積・人口・世帯数（外国人含む）

5



所在地

総務課 庶務係／72-7229 予防課 予防係／72-8366

総務課 企画広報係／72-8360 予防課 設備係／72-8363

警防課 警防係／72-8361 予防課 保安係／72-8364

警防課 装備係／72-8362

警防課 救急管理係／72-8368 館林消防署／72-8369

通信指令課／72-3170 館林消防署 救急係／72-8370

西分署 館林市北成島町1647番地の1

北分署 館林市細内町687番地の3

板倉消防署 板倉町大字板倉3427番地の5

明和消防署 明和町南大島265番地1

千代田消防署 千代田町大字萱野1218番地の1

邑楽消防署 邑楽町大字中野2647番地1

0276-86-3202

0276-88-5551

管内図・消防庁舎所在地

消防本部 館林消防署 館林市上赤生田町4050番地の1

電話番号

0276-75-6656

0276-72-6441

0276-82-1138

0276-84-3131

区 分

名 称

【 邑楽消防署 】

【 消防本部・館林消防署 】

【 明和消防署 】

【 千代田消防署 】

【 北分署 】
【 西分署 】

【 板倉消防署 】
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建築面積 延面積

・庁　舎　

　（RC造３階建 一部鉄骨造）

・本部車両車庫棟（鉄骨造平屋建） 302.54 289.09

・訓練塔Ａ塔（ＲＣ造５階建） 52.42 220.50

・訓練塔Ｂ塔（鉄骨造地下１階地上３階建） 46.16 112.69

・訓練塔Ｃ塔（鉄骨造２階建） 32.17 62.98

・倉庫棟（鉄骨造平屋建） 336.00 294.00

・自家給油所（鉄骨造平屋建） 17.50 22.50

（ 総 計 ） 2427.56 4321.50

・庁　舎

　（鉄骨造２階建 洋瓦葺）

・庁　舎

　（鉄骨造２階一部平屋建（車庫含む））

・訓練塔Ａ塔（鉄骨コンクリート造５階建） 29.16 145.80 （増築）

・訓練塔Ｂ塔 及びＣ塔（鉄骨造高さ７ｍ） 平 9. 3

・車庫、外壁補修工事 令4.3

・庁　舎

　（鉄骨造２階建ﾌｯ素鋼板横段葺）

・訓練塔（RC造高さ7.75ｍ） 30.00 60.00 （増築）

・水防倉庫（木造平屋建） 66.24 66.24 平24. 3

・庁　舎

　（鉄骨造２階建 洋瓦葺）

・庁　舎

　（鉄骨造２階建 洋瓦葺）

・水防倉庫（木造平屋建） 66.24 66.24

・庁　舎

・訓練塔（鉄骨造高さ10.2ｍ） 32.72 87.54

・水防倉庫（プレハブ造） 37.21 37.21

邑 楽 消 防 署

635.63 890.69

千 代 田 消 防 署
688.88 846.75

　（鉄筋コンクリート造２階建 及び
　　鉄骨造平屋建）

板 倉 消 防 署

748.41 965.08

5,526.64

明 和 消 防 署 525.57 726.72 2,375.44

平14. 4

347.77 449.88

2,315.0

平 1. 5

西 分 署 527.54 693.40 1,957.69

北  分  署

消  防  本  部
館  林  消  防  署

令2.4
（移転新築）

12,037.28

1,640.77 3,319.74

消防庁舎の概要

名　　　称 構　　　　造
面　　　積（㎡） 敷地面積

（㎡）
建築年月

平21. 4

3,684.97 平22. 3

4,508.00

平19. 3

平20. 5

令5.3
（女性エリア

改修）
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消防吏員

消防

総　員 面積ｋ㎡ 人　　口 世帯数

ポンプ車数

面積ｋ㎡ 人　　口 世帯数

組 合 総 計 196 0.89 682 312 12 14.61 11,138 5,096

消 防 本 部

通 信 指 令 課

館 林 消 防 署

北 ・ 西 分 署

板 倉 消 防 署 21 1.99 637 285 2 20.93 6,692 2,989

明 和 消 防 署 21 0.94 510 212 1 19.64 10,706 4,451

千 代 田 消 防 署 21 1.03 514 226 1 21.73 10,792 4,744

邑 楽 消 防 署 25 1.24 1,018 440 2 15.56 12,722 5,501

12,223 5,83069 0.88 1,063 507 6 10.16

39

消防勢力

区　　　分

消防吏員一人当たり 消防ポンプ車一台当たり
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総 務 課 



　

組合団長

消防組合議会（１１人）
 　館林市　　３人
　 板倉町　　２人
　 明和町　　２人
   千代田町    ２人
　 邑楽町　　２人

消防長

館林地区消防組合
管  理  者
副管理者

館林地区消防組合議会

監査委員 公平委員

（群馬県市町村総合事務組合へ
　委託）

明 和 消 防 団

千代田消防団

邑 楽 消 防 団

消 防 第 ２ 係

邑 楽 消 防 署 消 防 第 １ 係

消 防 第 ２ 係

館 林 消 防 団

板 倉 消 防 団

明 和 消 防 署 消 防 第 １ 係

消 防 第 ２ 係

千代田消防署 消 防 第 １ 係

消 防 第 ２ 係

北 分 署

板 倉 消 防 署 消 防 第 １ 係

消 防 第 ２ 係

指 令 第 ２ 係

館 林 消 防 署 消 防 第 １ 課

消 防 第 ２ 課

西 分 署 消 防 第 １ 係

消 防 本 部 設 備 係

保 安 係

消防組合組織図
総 務 課 庶 務 係

企 画 広 報 係

会 計 係

警 防 課 警 防 係

装 備 係

通 信 指 令 課

予 防 課 予 防 係

指 令 第 １ 係

救 急 管 理 係

9



総務課

・ 公印の保管に関すること。

・ 職員の任用、分限、懲戒、服務その他身分に関すること。

・ 予算の編成及び執行管理に関すること。

・ 諸給与に関すること。

・ 条例、規則に関すること。

・ 文書の収発及び編さん保存に関すること。

・ 職員の福利厚生及び共済に関すること。

・ 組合議会に関すること。

・ 監査に関すること。

・ 組合公平委員会に関すること。

・ 個人情報の保護に関すること。

・ 安全衛生管理に関すること。

・ 消防職員委員会に関すること。

・ 職員の公務災害に関すること。

・ 他の主管に属さないこと。

企画広報係

・ 火災予防の普及宣伝に関すること。

・ 儀式・表彰に関すること。

・ 消防行政の総合調査、企画及び調整に関すること。

・ 広報、公聴及び防火相談に関すること。

・ 消防職員の教養に関すること。

・ 消防情報に関すること。

・ 各種統計に関すること。

・ 各種計画に関すること。

・ 消防長会等に関すること。

・ 消防音楽隊に関すること。

会計係

・ 会計、経理に関すること。

・ 資機材及び物品の購入、修繕、保管、出納管理に関すること。

・ 決算の調整に関すること。

・ 組合債及び補助金等に関すること。

・ 手数料等の徴収に関すること。

・ 契約に関すること。

・ 基金に関すること。

・ 財政状況の作成及び公表に関すること。

消防本部事務分掌

庶務係
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予防課
予防係

・ 防火対象物の指導取締りに関すること。

・ 査察に関すること。

・ 予防要員の指導育成に関すること。

・ 火災予防対策と指導に関すること。

・ 防火管理者の指導育成に関すること。

・ 自衛消防隊の指導育成に関すること。

・ 消防協力団体に関すること。

・ 法令に基づいて各種届出に関すること。

設備係

・ 建築物の同意事務に関すること。

・ 消防用設備等の指導に関すること。

・ 住宅防火対策に関すること。

・ 対象物台帳に関すること。

・ 表示・公表制度に関すること。

・ 消防協力団体に関すること。

保安係

・ 危険物規制事務に関すること。

・ 危険物施設等の指導取締りに関すること。

・ 高圧ガス等の火災予防事務に関すること。

・ 少量危険物、指定可燃物等の指導取締りに関すること。

・ 火災原因、損害の調査に関すること。

・ 火災報告、罹災証明等に関すること。

・ 火災調査技術の研究に関すること。

・ 危険物災害の調査に関すること。

　 ・ 消防協力団体に関すること。

警防課
警防係

・ 消防力の配備運用及び消防計画に関すること。

・ 火災の警戒防ぎょに関すること。

・ 消防訓練に関すること。

・ 救助に関すること。

・ 車両共済及び建物共済等保険に関すること。

・ 消防の応援協定等に関すること。

・ 緊急消防援助隊に関すること。

・ 災害の情報収集に関すること。

・ 消防団に関すること。

・ 火災予防条例にもとづく警防関係届出に関すること。

・ 消防団員の公務災害に関すること。

・ 安全運転管理に関すること。

・ 消防協会に関すること。
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警防課
装備係

・ 消防用資機材の配備及び運用管理に関すること。

・ 消防施設の管理に関すること。

・ 消防機器の操作技術の指導に関すること。

・ 水防資機材の調達及び水防活動に関すること。

・ 水防計画の策定及び水防工法の普及に関すること。

・ 地理、水利の調査保全に関すること。

・ 開発行為に関すること。

・ 火薬類（煙火）消費に関すること。

救急管理係

・ 救急業務の企画及び運営に関すること。

・ 救急技術の研究及び指導に関すること。

・ 救急業務の高度化推進に関すること。

・ 救急資機材の整備及び保全に関すること。

・ 応急手当普及啓発に関すること。

・ 患者等搬送事業の指導及び認定に関すること。

・ 救急統計及び報告に関すること。

・ 救急救命士及び救急隊員の教育、指導及び研修に関すること。

・ 救急医療機関及びその他関係機関との連絡調整に関すること。

・ メディカルコントロール体制に関すること。

・ その他救急事務に関すること。

通信指令課
通信指令係

・ 火災、救急、救助その他災害の出場指令に関すること。

・ 災害の情報収集、情報伝達及び即報に関すること。

・ 火災の警報及び消防信号に関すること。

・ 通信施設の運用管理に関すること。

・ 通信技術者の指導、教養に関すること。

・ 気象の観測及び気象情報に関すること。

・ 防災行政無線の運用管理に関すること。

・ 救急医療情報の収集、伝達及び案内に関すること。

・ 救急及び通報統計に関すること。

・ 緊急通報システムに関すること。

・ NET１１９に関すること。

・ その他通信業務及び無線業務に関すること。
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消防本部の機構

北分署
館林消防署（５３名） (館林消防署より派遣3名：隔日勤務）

消防署長（日勤）

西分署（１６名）

板倉消防署（２１名）

　総務課（１０名）
次長兼総務課長

明和消防署（２１名）

　予防課（９名）
予防課長

千代田消防署（２１名）

　警防課（８名）

邑楽消防署（２５名）

・消防長含む。

総務課付（１名）

通信指令課長（日勤）

指令第２係（５名）

警防課長

設備係
（２名）

・再任用
（１名）

保安係
（２名）

予防係
（２名）

・再任用
（２名）

群馬県防災航空隊
（1名）

企画広報係兼会計係
（３名）

消防署長（日勤）

消防第一係
（１２名） 庶務係  予防係

警防係  消防団係
救急係  救助係消防第二係

（１２名）

警防係
（２名）

装備係
（２名）

救急管理係
（３名）

　通信指令課（１１名）

指令第１係（５名）

消防署長（日勤）

消防第一係
（１０名） 庶務係  予防係

警防係  消防団係
救急係消防第二係

（１０名）

消防署長（日勤）

消防第一係
（１０名） 庶務係  予防係

警防係  消防団係
救急係消防第二係

（１０名）

令和７年４月１日　現在

消防第二課
（２６名）

消防第一係
（８名） 庶務係  予防係

警防係  消防団係
救急係消防第二係

（８名）

消防長 次長

消防第一課
（２６名）

庶務係  予防係
警防係  消防団係
救急係  救助係

消防第一係
（１０名） 庶務係  予防係

警防係  消防団係
救急係消防第二係

（１０名）
庶務係
（３名）

消防署長（日勤） 消防本部（３９名）
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庶務係
・ 公印の保管に関すること。

・ 文書の収発及び編さん保存に関すること。

・ 予算の編成及び執行管理に関すること。

・ 研修、服務に関すること。

・ 事務事業の計画及び総合調整に関すること。

・ 福利厚生及び安全衛生に関すること。

・ 庁舎及び備品に関すること。

・ 他の係に属さないこと。

予防係
・ 火災予防思想の普及啓発に関すること。

・ 消防対象物の立入検査及び指導に関すること。

・ 消防用設備等の設置指導及び検査に関すること。

・ 火災の原因及び損害の調査に関すること。

・ 火災予防に係る各種届出書の受理に関すること。

・ 消防協力団体に関すること。

・ その他火災予防に関すること。

警防係
・ 火災その他の災害の警戒及び防ぎょに関すること。

・ 消防水利の計画及び維持管理に関すること。

・ 警防計画に関すること。

・ 消防訓練に関すること。

・ 消防車両等の保守管理及び整備に関すること。

・ 消防警備に関すること。

・ その他警防に関すること。

消防団係
・ 消防団員の教養訓練に関すること。

・ 消防団員の表彰に関すること。

・ その他消防団の事務に関すること。

救急係
・ 救急活動に関すること。

・ 応急手当の普及啓発に関すること。

・ 救急資機材の維持管理に関すること。

・ 救急統計に関すること。

救助係
・ 救助活動に関すること。

・ 救助訓練、指導に関すること。

・ 救助機器等の維持管理に関すること。

・ 救助活動等の報告及び統計に関すること。

消防署及び分署事務分掌
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組合予算歳入事項別明細

1

2

3

4

5

6

7

8

9

組合予算歳出事項別明細

1

2

3

4

5 10,000

歳 出 合 計 2,582,856 2,481,269 101,587 22,478 190,700 8,963 2,360,715

予備費 10,000 10,000 0

8,953 2,104,563

公債費 237,263 210,951 26,312 237,263

消防費 2,326,694 2,251,180 75,514 22,478 190,700

議会費 923 727 196 923

総務費 7,976 8,411 △ 435 10 7,966

（単位：千円）

款
令和7年度
予　算　額

前　年　度
予　算　額

比      較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特     定     財     源
一 般 財 源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

歳   入   合   計 2,582,856 2,481,269 101,587

繰 入 金 29,551 40,687 △ 11,136

繰 越 金 5,050 5,050 0

諸 収 入

組 合 債

県 支 出 金 384 8,193 △ 7,809

財 産 収 入 10 10 0

190,700 199,100 △ 8,400

5,898 4,995 903

消防組合予算及び決算

（単位：千円）

款 令和7年度 前　年　度  比　  　較

国 庫 支 出 金 22,094 0 22,094

分 担 金 及 び 負 担 金 2,323,957 2,218,022 105,935

使 用 料 及 び 手 数 料 5,212 5,212 0
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予 算 総 額 消 防 費 比 率 常　　　備 非　常　備 消　  　防

消　防　費 消　防　費 施　設　費

令和７年度 31,950,000 1,127,994 3.53% 976,878 49,979 32,447 68,690

令和６年度 30,850,000 1,034,126 3.35% 895,271 50,932 46,842 41,081

予 算 総 額 消 防 費 比 率 常　　　備 非　常　備 消　  　防

消　防　費 消　防　費 施　設　費

令和７年度 6,500,000 338,534 5.21% 263,531 27,699 9,578 37,726

令和６年度 5,995,000 334,594 5.58% 246,270 27,028 25,563 35,733

予 算 総 額 消 防 費 比 率 常　　　備 非　常　備 消　  　防

消　防　費 消　防　費 施　設　費

令和７年度 8,200,000 305,224 3.72% 222,550 25,916 10,383 46,375

令和６年度 6,700,000 274,787 4.10% 208,584 25,107 13,949 27,147

予 算 総 額 消 防 費 比 率 常　　　備 非　常　備 消　  　防

消　防　費 消　防　費 施　設　費

令和７年度 8,800,000 299,552 3.40% 222,483 25,503 11,074 40,492

令和６年度 7,363,000 419,697 5.70% 210,420 27,300 15,172 166,805

予 算 総 額 消 防 費 比 率 常　　　備 非　常　備 消　  　防

消　防　費 消　防　費 施　設　費

令和７年度 11,770,000 481,674 4.09% 402,697 30,424 13,014 35,539

令和６年度 10,400,000 440,060 4.23% 373,262 28,234 25,599 12,965

邑　　楽　　町　  （単位：千円）

　予算額

　
年 度

消　　防　　費　　内　　訳

災害対策費

　予算額

　
年 度

消　　防　　費　　内　　訳

災害対策費

板　　倉　　町　  （単位：千円）

　予算額

　
年 度

消　　防　　費　　内　　訳

防災対策費

明　　和　　町　  （単位：千円）

　予算額

　
年 度

消　　防　　費　　内　　訳

災害対策費

千　代　田　町　  （単位：千円）

構成市町別消防費内訳

館　　林　　市　  （単位：千円）

　予算額

　
年 度

消　　防　　費　　内　　訳

防　災　費
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　　　区　分

　年　度

 令和 ６ 年度 2,521,801 2,449,222 72,579

 令和 ５ 年度 2,495,995 2,343,737 152,258

 令和 ４ 年度 2,555,043 2,390,592 164,451

 令和 ３ 年度 2,466,038 2,231,467 234,571

 令和 ２ 年度 2,393,135 2,226,536 166,599

 令和 元 年度 4,395,272 4,261,255 134,017

 平成３０年度 2,534,017 2,419,496 114,521

 平成２９年度 2,387,011 2,236,434 150,577

 平成２８年度 2,457,012 2,328,881 128,131

 平成２７年度 2,550,121 2,434,804 115,317

 平成２６年度 2,400,783 2,247,862 152,921

年度別 歳入歳出決算額

　　　　   　 　　　　　　　　　  　　　　　　　　　（単位：千円）

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差  引  残  高

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

歳入決算額

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

歳出決算額
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消防職員の現況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 1

1 1

1 5 3 9

1 2 1 4

2 1 3

1 1 2

1 1 6 1 9

1 1

2 2

2 2

1 2 1 4

1 1 4 2 8

1 1

2 2

2 2

1 2 3

1 1 6 1 2 11

1 1

1 6 1 2 10

1 4 4 21 5 4 39

3 4 27 2 10 7 53

2 8 2 3 1 16

1 3 10 3 2 2 21

1 2 8 4 2 4 21

1 3 8 5 2 2 21

1 2 11 4 3 4 25

7 16 72 20 22 20 157

1 11 20 93 25 26 20 196合　　　　　　計

※再任用短時間職員含む

通信指令課員

館林消防署

北　分　署

西　分　署

板倉消防署

明和消防署

千代田消防署

邑楽消防署

小　　　計

消
　
　
　
防
　
　
　
本
　
　
　
部

予防課

装　備　係

救急管理係

総務課付

課　　　長

警防課

課　　　長

通信指令課

課　　　長

小　　　計

課　　　長

庶　務　係

企画広報係兼会計係

防災航空隊派遣

県消防学校出向

予　防　係

設　備　係

保　安　係

警　防　係

総務課

消   防   長

本 部 次 長 兼 総 務 課 長

消防吏員等現員調　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年４月１日現在

階 　級　 別
消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

合

計

所 　属 　別
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消防吏員勤続年数調
　　　　　　　　　階　級 消 防 消 防 消 防 消 防 消 防

　勤続年数 司 令 長 司 令 司 令 補 士 長 副 士 長

  1年未満 4 4
  1年以上～ 2年未満 4 4
  2年以上～ 3年未満 4 4
  3年以上～ 4年未満 2 2
  4年以上～ 5年未満 4 4
  5年以上～ 6年未満 2 2
  6年以上～ 7年未満 2 1 3
  7年以上～ 8年未満 1 2 1 4
  8年以上～ 9年未満 1 9 10

  9年以上～10年未満 3 4 7
 10年以上～11年未満 2 3 5
 11年以上～12年未満 8 4 12
 12年以上～13年未満 2 3 5
 13年以上～14年未満 2 1 3
 14年以上～15年未満 5 4 9
 15年以上～16年未満 9 9
 16年以上～17年未満 7 7
 17年以上～18年未満 9 9
 18年以上～19年未満 9 9
 19年以上～20年未満 0
 20年以上～21年未満 5 5
 21年以上～22年未満 3 3
 22年以上～23年未満 5 5
 23年以上～24年未満 6 6
 24年以上～25年未満 8 8
 25年以上～26年未満 2 2
 26年以上～27年未満 1 3 4
 27年以上～28年未満 1 1 2
 28年以上～29年未満 6 6
 29年以上～30年未満 1 1
 30年以上～31年未満 2 2
 31年以上～32年未満 4 3 7
 32年以上～33年未満 4 4 8
 33年以上～34年未満 3 3
 34年以上～35年未満 2 1 3
 35年以上～36年未満 1 2 1 4
 36年以上～37年未満 1 2 3
 37年以上～38年未満 6 6
 38年以上～39年未満 2 1 1 1 5
 39年以上～40年未満 1 1
 40年以上～41年未満 0

 41年以上 0
合　　　　計 1 11 20 93 25 24 22 196
平均勤続年数 36.0 36.8 32.0 21.1 13.3 8.7 2.6 18.6

令和7年４月１日現在

消 防 監 消 防 士 計

5年未満

9%

10年未満

13%

15年未満

17%

20年未満

17%

25年未満

14%

30年未満
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35年未満
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40年未満

10%
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消防吏員年齢調
階級 消 防 消 防 消 防 消 防 消 防

年齢 司 令 長 司 令 司 令 補 士 長 副 士 長

 １８歳 0
 １９歳 0
 ２０歳 3 3
 ２１歳 2 2
 ２２歳 4 4
 ２３歳 2 2
 ２４歳 2 2
 ２５歳 4 4
 ２６歳 4 2 6
 ２７歳 3 1 4
 ２８歳 4 4
 ２９歳 7 7
 ３０歳 3 5 8
 ３１歳 4 1 5
 ３２歳 6 2 8
 ３３歳 3 3
 ３４歳 2 5 7
 ３５歳 8 1 9
 ３６歳 4 4
 ３７歳 8 1 9
 ３８歳 4 4
 ３９歳 7 7
 ４０歳 2 2
 ４１歳 7 7
 ４２歳 2 2
 ４３歳 6 6
 ４４歳 4 4
 ４５歳 5 5
 ４６歳 8 8
 ４７歳 6 6
 ４８歳 1 6 7
 ４９歳 1 1 2
 ５０歳 3 4 7
 ５１歳 6 4 10
 ５２歳 3 1 4
 ５３歳 1 4 2 7
 ５４歳 1 1 2
 ５５歳 5 1 6
 ５６歳 1 1
 ５７歳 1 1 2
 ５８歳 1 1
 ５９歳 2 2
 ６０歳 0
 ６１歳 1 1
 ６２歳 2 2
 ６３歳 0

合　　計 1 11 20 93 25 26 20 196

平均年齢 58.0 55.7 51.6 42.9 34.8 28.7 23.2 39.6

令和7年４月１日現在

消 防 監 消 防 士 計

20歳未満

0%
20～24歳

6%

25～29歳

13%

30～34歳

16%

35～39歳

17%

40～44歳

11%

45～49歳

14%

５0～54歳

15%

55歳以上

8%

0 

13 

25 

31 
33 

21 

28 
30 

15 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

消防吏員年齢別人数
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消防職員の研修状況

派遣研修

人数 延日数

初任教育 4人 165日

専科教育 2人 15日

2人 15日

2人 10日

2人 12日

1人 53日

1人 29日

特別教育 2人 1日

2人 1日

幹部教育 2人 10日

人数 延日数

専科教育 1人 47日

人数 延日数

1人 195日

公立館林厚生病院　　病院実習

３人 26日

３７人 ３日

伊勢崎市民病院

１人 21日

県立がんセンター　　

１人 1日

前橋赤十字病院　　病院実習

３人 19日薬剤投与病院実習

種　別

令和７年３月３１日現在

種　別

群馬県消防学校（群馬県前橋市）

初任科（７７期）

警防科（５２期）

予防査察科（４６期）

危険物科（４６期）

火災調査科（４６期）

救急科（３０期）

救助科（５２期）

消防大学校（東京都調布市）

救急救命東京研修所（東京都八王子市）

再教育病院実習

就業前病院実習

気管挿管実習 

気管挿管ビデオ硬性喉頭鏡実習 

新規救急救命士養成研修（後期）

ビデオ硬性挿管用喉頭鏡講習（１１期）

フルハーネス墜落制止用器具（３・４期）

中級幹部科（３０期）

種　別

幹部科（第７８期）
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消防相互応援協定の状況

協      定      名 締　結　年　月　日 業　務　内　容 協　　定　　団　　体
昭和44年7月31日

（再）昭和55年6月16日

昭和47年11月13日

（再）平成26年4月1日

消防相互応援協定 昭和55年6月16日 消防・救急・救助業務 足利市

消防相互応援協定 昭和63年12月27日 水火震災及びその他の災害 藤岡町

消防相互応援協定 平成元年3月28日 消防・救急・救助業務 栃木地区広域行政事務組合

埼玉県羽生市

埼玉県川口市

埼玉県さいたま市

埼玉県蓮田市

（再）平成27年3月27日 埼玉東部消防組合

地震等災害における消火活動
業務に関する協定

平成10年4月1日

災害時における消防用水等に
関する協定

平成31年4月18日

太田市消防本部

群馬県防災航空隊支援協定 平成18年3月27日 特定していない 群馬県

前橋市消防本部

高崎市等広域消防局

桐生市消防本部

伊勢崎市消防本部

太田市消防本部

利根沼田広域消防本部

渋川地区広域消防本部

多野藤岡広域消防本部

富岡甘楽広域消防本部

吾妻広域消防本部

消防相互応援協定 昭和51年1月14日 水火震災及びその他の災害 加須地区消防組合

千代田町防災行政用無線運用
協定

平成元年6月16日 無線運用 千代田町

東武鉄道株式会社

太田市消防本部

桐生市消防本部

伊勢崎市消防本部

消防相互応援協定 平成23年2月18日
火災（大規模災害・特殊災害）

救急事故等
羽生市

消防相互応援協定 平成23年4月1日
火災（大規模災害・特殊災害）

救急事故等
行田市

消防相互応援協定 平成23年12月27日
火災（大規模災害・特殊災害）

救急事故等
茨城西南地方広域市町村圏事務組合

消防相互応援協定 平成25年5月8日
火災（大規模災害・特殊災害）

救急事故等
埼玉東部消防組合

消防相互応援協定（消防団） 平成25年9月1日 水火震災及びその他の災害 加須市

桐生市

伊勢崎市

太田市

足利市

佐野市

消防相互応援協定 平成29年9月26日 水難事故 熊谷市

災害時における食料・物資供
給等に関する協定

令和3年8月5日 食料・物資の供給等 株式会社とりせん

東北高速道路管内市町（組
合）の消防相互応援協定

昭和52年4月1日
火災又は救急事故の災害

水の供給

群馬県消防相互応援協定

昭和49年12月24日

特定していない

（再）平成30年12月13日

※　協定団体名にあっては、協定締結時の名称

消防相互応援協定 消防・救急・救助業務 佐野市

東北自動車道内の館林・佐野藤
岡インターチェンジ間における

消防相互応援に関する協定
東北自動車道消防・救急業務 佐野市

群馬県東毛生コンクリート事業協同組合

携帯電話等からの119番通報
転送等に関する協定

平成10年9月21日 通報・伝達業務
桐生市外六か町村広域市町村振興整備組合

鉄道災害時における鉄道事業
者と消防機関との連携に関す
る協定

平成21年7月1日 鉄道災害・鉄道沿線の火災

足利赤十字病院ドクターカー
運用に関する協定

平成21年8月19日 救急業務 足利赤十字病院

特殊災害消防対策相互応援協
定

昭和51年12月20日 特殊災害
（危険物施設・中高層建物火
災等の特殊災害及び多数の死
傷者等が予測される災害）（再）平成26年4月1日
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予 防 課 



1,976

134,295 ( 59.9 )

件

20

注１　管内人口 令和７年1月1日現在(単位人）。

注２　出火率欄の(　)内は、建物火災の出火率を再掲。(人口１万人あたり）

注３　建物焼損面積欄の(　)内は、建物火災１件あたりの焼損面積。                 

4 934 11 14 4959
4.4　計

33 2 24
（2.5）

邑 楽 町
9 3 12

4.7

27.6 )

件
5 8 4 6 18 4

248

25,558 (（3.5）

1 1 1 1
159

10,848 ( 22.7 )

千代田町
7 7 14

12.9 件
1 6

（6.5）

2 2 9 1
856

10,751 ( 171.2 )

明 和 町
5 1 5 11

10.2 件
5 5

（4.7）

266.0 )

件
4 2

266

（0.7）

板 倉 町
1

13,461 (

館 林 市
11 5 16

2.2

(

1 4 6
4.5

令和６年中の火災発生状況

4
447

73,677

建物焼損

市
町 （注１） （注２） （単位㎡）

小損 死者 傷者
焼損面積(注３)ぼや

部分
焼

区
分

火  災  件  数 焼損棟数

件

令和６年１月１日～令和６年１２月３１日

り災世帯数

り災
人員

40.6 )
5

死傷者

全半損建　物 車　両 その他

2

計
出火率

全半焼

（1.5）
13 4 6 21

建 物

33 

車 両

2 

その他

24 

火災件数

16 

6 

11 

14 

12 

0 5 10 15 20

館林

板倉

明和

千代田

邑楽

市町別件数
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市　町　別

原　因　別 館林市 板倉町 明和町 千代田町 邑楽町 合計

た ば こ ３ ４ １ １ ９

こ ん ろ ３ ３

か ま ど ０

風 呂 か ま ど ０

炉 ０

焼 却 炉 １ １

ス ト ー ブ １ １ ２

こ た つ ０

ボ イ ラ ー ０

煙 突 ・ 煙 道 ０

排 気 管 ０

電 気 機 器 ２ １ ３

電 気 装 置 １ １

電灯・電話等の配線 ２ ２

内 燃 機 関 ０

配 線 器 具 １ ２ ３

火 遊 び ０

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー ０

た き 火 ２ ３ ３ ２ １０

溶 接 機 ・ 切 断 機 ０

灯 火 ０

衝 突 の 火 花 ０

取 灰 ０

火 入 れ １ ３ ２ １ ７

放 火 １ １

放 火 の 疑 い ０

そ の 他 １ ２ ４ ４ １１

不 明 ３ １ １ １ ６

合 計 １６ ６ １１ １４ １２ ５９

市町・原因別火災発生状況

令　和　６　年　中
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市町別火災種別及び損害額

そ の 他 0

合 計 59

119（固定電話） 6

119（携帯電話） 36

加入（固定電話） 2

加入（携帯電話） 5

警 察 0

駆 付 け 0

覚知別火災件数

事 後 聞 知 10

( 59 )

30,670 906 112,314 22,636 17,042 183,568

( 12 )
合 計

( 16 ) ( 6 ) ( 11 ) ( 14 )

0 4
そ の 他

( 5 ) ( 4 ) ( 5 ) ( 7 ) ( 3 )

0 336

( 0 )

覚知種別 火災件数

( 24 )

4 0 0 0

車 両
( 0 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 2 )

0 0 336 0

0 0 0 0 0

( 0 )

17,042 183,228

( 0 )

建 物
( 11 ) ( 1 ) ( 5 ) ( 7 )

林 野
( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

0

( 33 )

30,666 906 111,978 22,636

( 9 )

（　）件数・下段損害額（単位千円）

市町別
館林市 板  倉  町 明  和  町 千 代 田 町 邑  楽  町 合 計

種別

30,670 

906 

112,314 

22,636 17,042 

館林市 板倉町 明和町 千代田町 邑楽町

市町別損害額

119（固定電話）

6 

119（携帯電話）

36 

加入（固定電話）

2 

加入（携帯電話） 5 

駆付け

0 

事後聞知

10 

覚知別火災件数
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月別火災発生状況

人員

曜日別火災発生状況
不明 合計

8 5 8 9 7

木曜日

8 14 0 59

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日

6 4 14 3 7

合計

1 4 3 3 2 6 6 59

（件）
金曜日 土曜日

（件）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

日曜日

8

月曜日 5

火曜日 8

水曜日

9

木曜日

7

金曜日

8

土曜日

14

曜日別火災発生状況

6 

4 

14 

3 

7 

1 

4 
3 3 

2 

6 6 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

月別火災件数
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気象別火災件数

（件）

計

38

12

9

0

0

59

31

13

13

2

0

0

59

16

10

7

9

6

3

8

59

７～１０

小 計

湿

度

%

１０以上

小 計

４０未満

40～50

50～60

60～70

70～80

80～90

90以上

風

速

m

２未満

２～３

３～５

５～７

区       分

天

気

晴

くもり

雨

雪

雷

小 計

晴

38 

くもり

12 

雨

9 

天気

２未満

31 

２～３

13 

3～5

13 

5～7

2 風速(ｍ)

40未満

16 

40～50

10 

50～60

7 

60～70

9 

70～80

6 

80～90

3 

90以上

8 

湿度(％)
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合                計 1,100

製       造       所 15

小           計 887

屋 内 貯 蔵 所 188

屋外タンク貯蔵所 458

屋内タンク貯蔵所 8

地下タンク貯蔵所 82

簡易タンク貯蔵所 1

移動タンク貯蔵所 113

屋 外 貯 蔵 所 37

小           計 198

給 油 取 扱 所 68

(38)

第一種販売取扱所 2

一 般 取 扱 所 128

(12)

事　　業　　所 609

設 置 変 更 設 置 変 更

123 7 34 9 36 28 9

27 8 10 9

小           計 56 7 13 9 12 8 7

屋 内 貯 蔵 所 29 5 6 7 5 6

屋外タンク貯蔵所 9 3 3 2 1

屋内タンク貯蔵所 0

地下タンク貯蔵所 2 2

簡易タンク貯蔵所 0

移動タンク貯蔵所 14 1 4 1 4 4

屋 外 貯 蔵 所 2 1 1

小           計 40 13 14 11 2

給 油 取 扱 所 17 6 6 3 2

第一種販売取扱所 0

一 般 取 扱 所 23 7 8 8

製　　　造　　　所

貯

蔵

所

取
 

扱
 

所

区　分

製造所等の別

合　　　　　　　計

総 数
許 可 完 成

仮 使 用 廃 止 届

貯
　
　
　
蔵
　
　
　
所

取

扱

所

注　・給油取扱所の（　）中には、自家用の給油取扱所の数を再掲

　　 ・一般取扱所の（　）中には、小口詰替の一般取扱所の数を再掲

危険物製造所等の事務処理状況 令和６年４月１日～令和７年３月３１日まで

危険物製造所等の管内設置状況 令和７年３月３１日現在

製 造 所 等 の 別 総 数 製 造 所

1.36%

屋 内 貯 蔵 所

17.09%

屋外タンク貯蔵所

41.64%

屋内タンク貯蔵所

0.73%
地下タンク貯蔵所

7.45%

簡易タンク貯蔵所

0.09%

移動タンク貯蔵所

10.27%

屋 外 貯 蔵 所

3.36%

給 油 取 扱 所

6.18%

第一種販売取扱所

0.18%

一 般 取 扱 所

11.64%
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              令和７年3月31日現在

５倍超 10倍超 50倍超 100倍超 150倍超 200倍超 1000倍超 5000倍超

製造所等の別
10倍以下 50倍以下 100倍以下 150倍以下 200倍以下 1000倍以下 5000倍以下10,000倍以下

1,100 578 185 160 67 42 13 40 8 7

15 1 5 5 3 1

小           計 887 532 130 94 53 33 10 23 5 7

屋 内 貯 蔵 所 188 83 41 25 7 9 7 6 3 7

屋外タンク貯蔵所 458 342 35 39 23 4 2 12 1

屋内タンク貯蔵所 8 4 3 1

地下タンク貯蔵所 82 27 23 23 3 2 1 2 1

簡易タンク貯蔵所 1 1

移動タンク貯蔵所 113 63 6 4 19 18 3

屋 外 貯 蔵 所 37 12 22 2 1

小           計 198 45 50 61 11 9 3 17 2

給 油 取 扱 所 68 1 10 27 5 6 3 15 1

第一種販売取扱所 2 1 1

一 般 取 扱 所 128 43 40 33 6 3 2 1

1,100 2 2 1,079 1 1 15

15 12 3

小           計 887 2 2 869 1 1 12

屋 内 貯 蔵 所 188 2 2 171 1 12

屋外タンク貯蔵所 458 458

屋内タンク貯蔵所 8 7 1

地下タンク貯蔵所 82 82

簡易タンク貯蔵所 1 1

移動タンク貯蔵所 113 113

屋 外 貯 蔵 所 37 37

小           計 198 198

給 油 取 扱 所 68 68

第一種販売取扱所 2 2

一 般 取 扱 所 128 128

製       造       所

貯

蔵

所

取
 

扱
 

所

危険物製造所等の類別調査表 令和７年3月31日現在

種　別

10,000倍
超え

製       造       所

貯
　
　
蔵
　
　
所

取
　
扱
　
所

第４類 第５類 第６類 混　在
製造所等の別

合　　　　　　　　計

総　数 第１類 第２類 第３類

合　　　　　　　　計

危険物製造所等の数量別調査表
区 　分

総　数 ５倍以下
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10㎘超 1,000㎘超

   検査別 1,000㎘以下 2,000㎘以下

600ℓ超 10㎘超

   検査別 10㎘以下 20㎘以下

51

0 0

                        数量別
計 600ℓ以下 20㎘超

0 水   張   検   査 8 8

 水   圧   検   査 164 0 9 104

数量別タンク検査状況 令和６年4月1日～令和７年3月31日まで

                        数量別
計 10㎘以下 2,000㎘超
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要点検 点検済

総　数 総　数

劇 場 ・ 映 画 館 5 1 4 3 1 2 4 2

公 会 堂 ・ 集 会 所 65 48 17 51 37 14 17 14

キ ャ バ レ ー 等 6 5 1 2 2 1

遊 戯 場 等 14 10 4 7 5 2 4 2

性風俗関連特殊営業店舗等 1 1

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 3 3 2 2

待 合 ・ 料 理 店 4 4 2 2

飲 食 店 228 228 60 60

4 百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 279 213 66 159 104 55 66 55

旅 館 ・ ホ テ ル 61 54 7 40 35 5 7 5

共 同 住 宅 ・ 寮 1,335 1,225 110 426 339 87 110 87

病 院 ・ 診 療 所 80 62 18 44 29 15 18 15

老 人 短 期 入 所 施 設 等 89 56 33 65 42 23 33 23

老人デイサービスセンター等 132 110 22 90 69 21 22 21

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 11 5 6 10 4 6 6 6

7 学 校 139 54 85 104 38 66 85 66

8 図 書 館 11 6 5 11 6 5 5 5

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

公 衆 浴 場

10 停 車 場 7 3 4 4 4 4 4

11 神 社 ・ 寺 院 43 41 2 18 16 2 2 2

工 場 ・ 作 業 場 1,270 868 402 676 389 287 387 280

映 画 ス タ ジ オ 等

車 庫 ・ 駐 車 場 22 21 1 7 6 1 1 1

航 空 機 の 格 納 庫 1 1 1 1 1 1

14 倉 庫 755 521 234 349 209 140 228 138

15 事 務 所 等 575 464 111 279 202 97 109 77

複 合 用 途 309 282 27 63 46 17 27 17

上 記 以 外 の 用 途 114 104 10 27 20 7 10 7

17 重 要 文 化 財 1 1 1 1

5,560 4,390 1,170 2,501 1,664 857 1,147 828

2

3

消防用設備等の点検報告等実施状況 令和７年３月３１日現在

　　　　　　対象物
点検を要する対象物 報告済対象物 点検対象物

1000
㎡

未　満

1000
㎡

以　上

1000
㎡

未　満

1000
㎡

以　上　　　用　途　別
1000

㎡
以　上

1000
㎡

以　上

1

合　　　　　　計

5

6

9

12

13

16

１６の２　  地　　下　　街　
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消防用設備等設置状況

自動火災 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 屋内消火 漏電火災 非 常 警 屋外消火 避　難 排　煙 消　防 連結送

報知設備 設  　備 栓 設 備 警 報 器 報 設 備 栓 設 備 器　具 設　備 用　水 水　管 専用受電 自家発電 蓄 電 池

劇 場 ・ 映 画 館 5 1 3 3 1 2 5 4

公 会 堂 ・ 集 会 所 53 2 13 53 5 2 64 2 10

キ ャ バ レ ー 等 2 1 1 5

遊 戯 場 等 9 5 7 1 13 1 2

性風俗関連特殊営業店舗等 1 1

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 3 1 3

待 合 ・ 料 理 店 2 2

飲 食 店 41 1 1 41 2 133 2

4 百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 134 15 19 2 59 2 6 241 3 29 1

旅 館 ・ ホ テ ル 32 1 1 19 2

共 同 住 宅 ・ 寮 86 1 10 41 114 38 13 8 1

病 院 ・ 診 療 所 42 12 6 17 8 2 73 2 13

老 人 短 期 入 所 施 設 等 89 88 5 6 19 90 29 2

老人デイサービスセンター等 93 4 6 1 16 9 125 1 5 1

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 12 4 1 10

7 学 校 121 88 26 8 15 53 69 4

8 図 書 館 8 3 3 1 2 7 2

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

公 衆 浴 場

10 停 車 場 4 4 1 4

11 神 社 ・ 寺 院 6 1 11 1 5 1

工 場 ・ 作 業 場 637 1 298 1 4 112 4 271 56 5 240 18

映 画 ス タ ジ オ 等

車 庫 ・ 駐 車 場 7 2

航 空 機 の 格 納 庫 1

14 倉 庫 374 1 172 6 75 1 187 51 1 163 11 2

15 事 務 所 等 160 1 51 2 67 11 11 169 12 6 43 7

複 合 用 途 88 5 8 1 20 20 1 151 5 3 9

上 記 以 外 の 用 途 13 3 2 12 1 13 18 1 5

１６の２ 　  地　　下　　街　

17 重 要 文 化 財 1

2,024 131 700 10 395 209 230 13 1,686 122 35 542 144 6合      　　    計

消　防　用　設　備　等　設　置　対　象　物　数

5

6

9

12

13

16

　　　　　　　消防用設備等

　　　用途別

1

2

3

令和７年３月３１日現在

消　火　設　備　の　み

誘導灯
非　　常　　電　　源



防火管理者選任状況等調

甲　　種 乙　　種 甲　　種 乙　　種 甲　　種 乙　　種

劇 場 ・ 映 画 館 4 4 4

公 会 堂 ・ 集 会 所 52 11 48 6 46 6

キ ャ バ レ ー 等 3 1

遊 戯 場 等 8 3 8 2 8 2

性風俗関連特殊営業店舗等

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 3 3 3

待 合 ・ 料 理 店 2 2 2

飲 食 店 52 74 42 37 41 35

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 126 56 102 27 101 27

人 員 8 8 8

共 同 住 宅 ・ 寮 61 1 48 1 48 1

病 院 ・ 診 療 所 21 3 20 1 20 1

老 人 短 期 入 所 施 設 等 79 3 73 2 71 1

老人デイサービスセンター等 67 8 64 6 63 6

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 8 8 8

学 校 40 2 40 1 40 1

図 書 館 9 9 9

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

公 衆 浴 場

停 車 場 2 2 2

神 社 ・ 寺 院 18 7 18 3 18 3

工 場 ・ 作 業 場 119 4 102 2 100 2

映 画 ス タ ジ オ 等

車 庫

航 空 機 の 格 納 庫

倉 庫 28 2 22 1 22 1

事 務 所 等 67 12 52 6 52 6

複 合 用 途 69 15 49 5 49 5

上 記 以 外 の 用 途 10 3 9 9

地 下 街

重 要 文 化 財

合      　　    計 856 205 733 100 724 97

17

4

5

6

7

8

14

15

16

令和７年３月３１日現在

　　　　　　　　　　届　出　数 法 第 ８ 条 該 当 管 理 権 原 単 一 防 火 対 象 物 数

防 火 対 象 物 数 防火管理者届出済数 消防計画届出済数

　　　対象物区分

1

2

3

１６の２

9

10

11

12

13
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

新　築 6 7 10 6 10 6 7 5 6 18 3 7 91

増　築 1 1 1 1 4

改　築 1 1

移　転

模様替

用途変更

小　計 6 7 10 6 10 6 8 5 7 19 4 8 96

新　築 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 12

増　築

改　築

移　転

模様替

用途変更

小　計 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 12

新　築 1 1 2 1 2 1 1 1 3 13

増　築 1 1

改　築

移　転

模様替

用途変更

小　計 2 1 2 1 2 1 1 1 3 14

新　築 1 2 1 1 2 7

増　築

改　築

移　転

模様替

用途変更

小　計 1 2 1 1 2 7

新　築 1 2 2 2 1 2 2 4 3 19

増　築

改　築

移　転

模様替

用途変更

小　計 1 2 2 2 1 2 2 4 3 19

新　築 10 10 16 11 11 10 11 10 8 26 5 14 142

増　築 1 1 1 1 1 5

改　築 1 1

移　転

模様替

用途変更

合　計 11 10 16 11 11 10 12 10 9 27 6 15 148

千
　
代
　
田
　
町

邑
　
楽
　
町

合計
 区分

合
　
　
　
　
計

板
　
倉
　
町

明
　
和
　
町

月別建築同意件数
月別 令和６年 令和７年

館
　
林
　
市
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階数　　

劇 場 ・ 映 画 館 5 5

公 会 堂 ・ 集 会 所 107 107

キ ャ バ レ ー 等 4 4

遊 戯 場 等 12 12

性風俗関連特殊営業店舗等 1 1

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 3 3

待 合 ・ 料 理 店 4 4

飲 食 店 136 136

4 百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 251 251

旅 館 ・ ホ テ ル 8 4 1 1 1 15

共 同 住 宅 ・ 寮 1,305 21 4 5 3 1 1 1 2 1,343

病 院 ・ 診 療 所 72 2 1 75

老 人 短 期 入 所 施 設 等 89 89

老人デイサービスセンター等 114 114

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 12 12

7 学 校 144 1 145

8 図 書 館 12 1 13

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

公 衆 浴 場

10 停 車 場 9 9

11 神 社 ・ 寺 院 83 83

12 工 場 ・ 作 業 場 1,256 2 4 1 1,263

車 庫 ・ 駐 車 場 25 25

航 空 機 の 格 納 庫 1 1

14 倉 庫 758 1 1 760

15 事 務 所 等 721 6 2 1 730

複 合 用 途 346 3 1 3 1 1 355

上 記 以 外 の 用 途 215 2 2 1 220

１６の２ 地 下 街

17 重 要 文 化 財 1 1

5,694 43 15 11 7 1 1 1 3 5,776

2

用途別5階以上建物一覧（延べ面積150㎡以上）

3

令和７年３月３１日現在

５階
未満

５階 ６階 ７階 ８階 ９階 １０階 １１階

１２
階

以上
計

　　用途別

1

合                  計

5

6

9

13

16
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

1 1 1 3

1 1 1 3 1 2 2 1 3 15

1 1 4 6

5 4 3 1 3 5 3 7 10 6 5 52

1 1 2

1 1 2

1 1 2 2 1 1 2 10

1 1 1 2 1 2 8

1 1

1 2 　 1 3 5 7 1 2 1 1 24

　 2 　 3 1 2 　 1 　 15 5 3 32

1 　 5 4 8 4 5 2 4 3 6 3 45

3 1 4 6 6 1 6 13 21 13 7 1 82

19 17 21 23 12 22 20 12 4 9 9 4 172

12 11 2 2 1 1 1 3 5 38

2 4 3 1 2 1 1 14

5 7 6 17 14 10 9 8 12 4 14 8 114

50 45 46 58 48 56 55 60 57 51 56 38 620

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

防 火 対 象 物 26 45 51 58 58 54 81 48 68 30 42 21 582

危険物施 設等 45 　 　 1 15 28 4 5 2 100
小 計 26 45 96 58 58 55 96 76 72 30 47 23 682

防 火 対 象 物 5 5 8 6 5 4 8 3 5 4 53

危険物施 設等 14 　 14
小 計 5 5 8 6 5 4 22 3 5 4 67

防 火 対 象 物 10 3 9 12 4 5 3 17 5 4 3 75

危険物施 設等 4 8 　 12
小 計 10 3 9 16 4 5 3 25 5 4 3 87

防 火 対 象 物 1 4 4 6 1 12 4 39 5 3 19 8 106

危険物施 設等 9 1 　 10
小 計 1 4 4 6 1 12 4 48 5 3 20 8 116

防 火 対 象 物 1 22 27 26 19 20 33 16 11 3 8 4 190

危険物施 設等 8 　 8
小 計 1 22 27 26 19 20 33 24 11 3 8 4 198

38 79 141 114 88 97 140 195 96 41 79 42 1,150

蓄 電 池 設 備

上 記 以 外 の 火 を
使 用 す る 設 備 等

合 計

合              計

令和６年４月１日～令和７年３月31日

月　別 令和６年 令和７年
合計

区　別

署別・月別立入検査実施状況

館
林
消
防
署
板
倉
消
防
署
明
和
消
防
署
千
代
田
消
防
署

邑
楽
消
防
署

消 防 活 動 上
支 障 の あ る 行 為

火災とまぎらわしい行為

炉

ボ イ ラ ー
給 湯 湯 沸 設 備

乾 燥 設 備

変 電 設 備

急 速 充 電 設 備

燃料電池発電設備

発 電 設 備

少 量 危 険 物

指 定 可 燃 物

圧縮アセチレン等

ネ オ ン 管 灯 設 備

催 物 の 開 催

禁 止 行 為 の 解 除

煙 火

月別各種届出受理件数
月　別 令和６年 令和７年

合計
 区　分

令和６年４月１日～令和７年３月31日
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（１）館林地区防火安全協会（平成２９年４月１日設立）

地　区　名 ク ラ ブ 数 会（隊）員数

館 林 市 33 162

板 倉 町 15 45

明 和 町 16 189

千 代 田 町 16 131

邑 楽 町 33 381

113 908

ク ラ ブ 数 隊　員　数

19 1,653

4 253

1 245

2 238

6 588

32 2,977

邑 楽 町 女 性 消 防 隊

名　称

館 林 市 女 性 防 火 ク ラ ブ 連 合 会

板 倉 町 女 性 防 火 ク ラ ブ 連 合 会

明 和 町 女 性 消 防 隊

千 代 田 町 女 性 消 防 協 力 会

　平成２９年４月より、館林地区危険物安全協会（昭和３５年２月８日設立）並びに館林地区防火対象物連
絡協議会（昭和６０年５月１８日設立）が合併されたことにより、新たに館林地区防火安全協会が発足され
ました。

（２）女性防火クラブ

合 計

板 倉 地 区    幼年消防クラブ大会を実施。

明 和 地 区

千 代 田 地 区

邑 楽 地 区

・各地区の防災訓練等の参加協力

千 代 田 地 区 67 ・危険物保安管理研修会の実施

・事業として毎年1地区を選出して（輪番制）、

（３）幼年消防クラブ

館 林 地 区

地 区 名 ・対象‐幼稚園、保育園及び認定こども園児。

合 計 542 ・通報消火競技大会

（春の火災予防運動中、毎年）

地 区 名 会 員 事 業 所 数 ※主な事業

各種団体

合   　計

邑 楽 地 区 105 ・危険物安全週間への協力

館 林 地 区 260 ・危険物取扱者試験に係る講習会

板 倉 地 区 52 ・県外研修視察の実施

明 和 地 区 58
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警 防 課 



指揮監察車 普 指揮監察車 日産 セレナ 群馬544そ101 R4.8 リース

事務連絡車 普 普通連絡車 日産 ラティオ 群馬537り30 H27.10 防火対象物連絡協議会寄贈

事務連絡車 普 普通連絡車 トヨタ カローラ 群馬503す8247 H29.3 危険物安全協会寄贈

本部ワゴン 普 普通連絡車 日産 セレナ 群馬502み7178 H25.11

館林本部２ 緊 警防車 トヨタ ハイエース 群馬800せ6904 H28.2

館林本部４ 緊 査察広報車 日産 キューブ 群馬800す6552 H17.10 防火対象物連絡協議会寄贈

館林資材１ 緊 資材輸送車 日野 デュトロ 群馬800そ1883 R5.3 パワーゲート付

館林本部司令１ 緊 指揮統制車 トヨタ ハイエース 群馬800そ1281 H23.1

館林火災調査１ 緊 火災調査車 トヨタ ハイエース 群馬800せ5937 H26.10

館林水防１ 緊 水防資材運搬車 日野 デュトロ 群馬800せ2871 H23.3 クレーン・パワーゲート付

館林本部１ 緊 査察広報車 ダイハツ ハイゼット 群馬80あ1898 H14.8

館林人員輸送１ 普 人員輸送車 日野 リエッセ 群馬200さ969 H16.5

フォークリフト 普 フォークリフト トヨタ 館林市ろ1747 H22.2

館林指揮１ 緊 署指揮隊車 トヨタ ハイエース 群馬800せ5956 H26.11

館林1 緊 水槽付ポンプ車 日野 水-Ⅱ型 群馬800は1257 A2級 H20.12 水2,000ℓ

館林2 緊 普通ポンプ車 三菱 ＣＤ-Ⅰ型 群馬800さ5120 A2級 H12.12

館林化学1 緊 化学消防車 いすず 化-Ⅱ型 群馬830せ211 A2級 H28. 2 薬剤 500ℓ（災害対応）

館林水槽1 緊 小型動力ポンプ付水槽車 いすず ギガ Ⅱ型 群馬800は621 B2級 H15.11 水10,000ℓ

館林梯子1 緊 梯子付消防車 日野 30ｍ級 群馬830ら119 H17. 3 水路管付先端屈折

館林救助1 緊 救助工作車 日野 工作車Ⅱ型 群馬830せ902 H23. 2

館林照明1 緊 照明車兼資材輸送車 三菱 キャンター 群馬88ぬ8165 H10. 3

救急館林1 緊 高規格救急車 トヨタ ハイメディック 群馬800せ6661 H27.11

救急館林2 緊 高規格救急車 日産 パラメディック 群馬800せ6077 H27.1

水防車（軽） 普 水防資材運搬車 ダイハツ ハイゼット 群馬480た9280 H27.2

救助艇1号 普 救助艇（ウレタンボート） AU400 230-58152 R5.3 定員6人

救助艇4号 普 救助艇（ゴムボート） SEI-400 230-48511 H17. 7 定員6人

トレーラー 普 船舶積載用トレーラー QINGDAO 群馬800る2321 R5..3

館林北1 緊 水槽付ポンプ車 日野 水-Ⅱ型 群馬800は1637 A2級 H25.1 水2,000ℓ

館林10 緊 水槽付ポンプ車 日野 水-Ⅱ型 群馬800は259 A2級 H13.2 水2,000ℓ

救急館林北1 緊 高規格救急車 トヨタ ハイメディック 群馬830す9902 R5.10

水防車（軽） 普 水防資材運搬車 三菱 ミニキャブ 群馬41よ4185 H15.2

消防車両配置一覧表 令和7年4月1日現在

所
属

名         称 種　　　        別 車  両  型  式 車  両  番  号
ポンプ
性  能

購　入
年　月

備　　 　  　考

合  　    計 4台

消

防

本

部

合      計

館

林

消

防

署

合　　　計 12台（救助艇を除く）

北

分

署

12台（フォークリフトを除く）
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館林西１ 緊 水槽付ポンプ車 日野 水-Ⅱ型 群馬831て55 A2級 R3.3 水2,000ℓ

救急館林西１ 緊 高規格救急車 トヨタ ハイメディック 群馬830せ9903 R4.10

館林西広報１ 緊 査察広報車 ダイハツ ハイゼット 群馬80あ1830 H14.3

水防車（軽） 普 水防資材運搬車 ダイハツ ハイゼット 群馬480す7290 H24.4

救助艇7号 普 救助艇（ゴムボート） LRB-330 H29.6 定員６人

４台（救助艇を除く）

板倉１ 緊 水槽付ポンプ車 いすず 水-Ⅱ 群馬830ほ51 A2級 H29.3 水2,000ℓ

板倉２ 緊 普通ポンプ車 日野 CD-Ⅰ型 群馬800せ3771 A2級 H24.3 水700ℓ

板倉重機１ 緊 重機搬送車 日野 レンジャー 群馬800は1654 H25.3 総務省消防庁無償貸与

板倉重機 緊 重機（3ｔ級） コマツ PC30MR-3 H25.3 総務省消防庁無償貸与

救急板倉１ 緊 高規格救急車 トヨタ ハイメディック 群馬830そ9905 R1.10

板倉広報１ 緊 査察広報車 日産 サニー 群馬800さ7610 H13. 9

水防車（軽） 普 水防資材運搬車 ダイハツ ハイゼット 群馬41め1611 H12.12

救助艇２号 普 救助艇（ウレタンボート） AU450W 230-57981 R4.8 定員9人

救助艇８号 普 救助艇（ゴムボート） LRB-330 H29.6 定員6人

明和１ 緊 水槽付ポンプ車 日野 水-Ⅱ型 群馬800は1583 A2級 Ｈ24.3 水2,000ℓ

救急明和１ 緊 高規格救急車 トヨタ ハイメディック 群馬830せ9906 R3.11

明和広報１ 緊 査察広報車 日産 セレナ 群馬800せ4178 Ｈ24.9

水防車（軽） 普 水防資材運搬車 ダイハツ ハイゼット 群馬480す4790 Ｈ24.2

救助艇５号 普 救助艇（ゴムボート） LRB-330 Ｈ28.6 定員6人

千代田１ 緊 水槽付ポンプ車 日野 水-Ⅱ型 群馬800は1433 A2級 Ｈ22.11 水2,000ℓ

救急千代田１ 緊 高規格救急車 トヨタ ハイメディック 群馬830す9907 Ｒ2.12

千代田広報１ 緊 査察広報車 日産 セレナ 群馬800せ3393 Ｈ23.10

水防車（軽） 普 水防資材運搬車 三菱 ミニキャブ 群馬41よ4186 Ｈ15.2

救助艇３号 普 救助艇（ゴムボート) ＦＲＢ-380 230-57181 Ｈ2.10 定員6人

牽引車 緊 その他（連絡車） 三菱 パジェロ 群馬800せ2860 Ｈ23.2

トレーラー 普 船舶積載用トレーラー QINGDAO 群馬800る2117 Ｒ2.10

邑楽１ 緊 水槽付ポンプ車 日野 水-Ⅱ型 群馬830な54 A2級 Ｈ31.3 水2,000ℓ

邑楽２ 緊 救助資器材搭載水槽付ポンプ車 いすず 水Ⅰ-Ｂ型 群馬800は1838 A2級 Ｈ27.2 水1,500ℓ

救急邑楽１ 緊 高規格救急車 トヨタ ハイメディック 群馬830さ9908 Ｈ29.9

邑楽広報１ 緊 査察広報車 トヨタ アリオン 群馬800さ9851 Ｈ14.8

邑楽資器材１ 緊 資材搬送車 日産 アトラス 群馬88に8232 Ｈ6.2

水防車（軽） 普 水防資器材運搬車 ダイハツ ハイゼット 群馬41も9716 Ｈ13.11

救助艇６号 普 救助艇（ゴムボート） LRB-330 Ｈ28.6 定員6人

54台（フォークリフト・救助艇・重機を除く）

千

代

田

消

防

署
合  　   計 6台（救助艇を除く）

邑

楽

消

防

署
合  　   計 6台（救助艇を除く）

板

倉

消

防

署

合  　   計 6台（重機・救助艇を除く）

明

和

消

防

署
合  　   計 4台（救助艇を除く）

西

分

署

合  　    計

購　入
年　月 備　　 　  　考

所
属

名         称 種　　　        別 車  両  型  式 車  両  番  号
ポンプ
性  能
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救急救命士編成表

救急
救急救命士

１ 救急業務 

ます。

　救急活動は、急病人や事故等による怪我人に対して応急処置を実施し、適切な医療機関へ迅速に搬送

士が誕生しました。令和７年４月現在、救急救命士の有資格者は6６名（うち女性４名）となっており

　また、救命率向上のために処置範囲の拡大が検討され、メディカルコントロール体制（①救急隊に対

することにより、救命率の向上と症状の悪化防止を図ることを主な目的としております。

　当消防組合は、昭和33年6月1日から救急自動車を配備して、救急業務を開始しました。現在は、高

規格救急自動車8台（うち予備車1台）を配備し、多様化する住民のニーズに対応しております。

２ 救急救命士 

　平成3年に救急救命士法が制定されてから、当消防組合においては、平成6年度に初めての救急救命

普通救命Ⅱ（4時間講習）

　　項目
人　口

66

合　計消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士

5

する医師の指示、指導・助言、②医師による救急活動の事後検証、③救急救命士を含む救急隊員の再

教育）の整備を条件として、平成15年4月から医師の指示なく除細動が実施できるようになりました。

　さらに群馬県の認定を受けた救急救命士に限り、平成16年7月から気管挿管の実施、平成18年4月

からアドレナリン（心拍再開を補助する強心剤）の使用、平成27年4月からビデオ硬性挿管用喉頭鏡

の使用、心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へ

のブドウ糖溶液の投与が認められました。

　平成６年から令和６年までの応急手当講習

5

応急手当
講習回数

受講者数
普通救命Ⅰ
講習回数

受講者数

令和７年４月１日現在

24 14 11 7

 署別

　　　　　　　　及び普通救命講習等指導結果集計表　
普通救命Ⅰ（3時間講習）

2,145

普通救命Ⅱ
講習回数

受講者数

15,502 98

22 443

板倉消防署 13,461 267 11,025 300 2 524,802

明和消防署 10,751 142 4,557 273 4,656

館林消防署 73,677 1,286 49,159 1,044

人口は令和７年１月1日現在

247 5,448合　　計 134,295 2,183 82,256 2,069 34,055

3,652 107 2,536

邑楽消防署 25,558 337 8,088 258 5,443 18 272

千代田消防署 10,848 151 9,427 194
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転院
搬送

医師
搬送

資器材
等搬送

そ
の
他

出場件数 7,127 8 3 459 79 23 932 23 61 5,145 352 42

搬送人員 6,061 7 391 75 21 802 19 33 4,359 352 2

出場件数 1,691 3 125 13 3 223 11 16 1,192 92 13

搬送人員 1,444 1 101 11 3 191 10 9 1,026 92

出場件数 965 1 1 58 9 2 132 5 10 686 55 6

搬送人員 814 1 48 8 2 108 4 8 579 55 1

出場件数 1,283 60 11 5 180 3 9 921 90 4

搬送人員 1,045 53 11 4 151 2 3 731 90

出場件数 624 29 11 2 78 2 7 487 7 1

搬送人員 548 28 11 2 72 2 1 425 7

出場件数 715 2 48 4 1 84 1 6 524 33 12

搬送人員 629 45 4 1 74 5 466 33 1

出場件数 689 4 58 19 4 95 5 487 15 2

搬送人員 624 5 54 19 4 83 3 441 15

出場件数 1,160 81 12 6 140 1 8 848 60 4

搬送人員 957 62 11 5 123 1 4 691 60

令和６年１月１日～令和６年１２月３１日令和６年中の救急出場状況

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

そ の 他

不

搬

送

組 合 1,107

区 分

合

計

救 急 事 故 種 別

火

災

自
然
災
害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

館 林
消防署

252

北分署 155

西分署 246

邑 楽
消防署

208

※空欄は「0」とする

板 倉
消防署

81

明 和
消防署

92

千代田
消防署

73

館林消防署

1,691

北分署

965

西分署

1,283
板倉

消防署

624

明和

消防署

715

千代田

消防署

689

邑楽消防署

1,160

救急件数 火

災

0.11%

水

難

0.04%

交

通

事

故

6.44%

労

働

災

害

1.11%

運

動

競

技

0.32%

一

般

負

傷

13.08%

加

害

0.32%

自

損

行

為

0.86%

急

病

72.19%

その他

5.53%

救急種別

42



事故種別・年齢区分別・傷病程度別搬送人員

4 4

4 4

1 1

1 4 22 7 34

10 23 94 127

11 27 117 7 162

1 1 1 3

5 2 10 1 1 22 3 44

15 12 20 1 1 51 100

21 14 30 2 2 74 4 147

1 1 8 10

11 3 2 5 73 19 113

85 31 1 54 6 10 580 69 836

1 143 28 6 66 5 6 440 6 701

1 240 62 7 122 11 22 1101 94 1,660

2 2 2 51 57

1 2 2 28 1 5 375 54 468

2 49 5 343 2 2008 180 2,589

3 66 6 250 5 633 11 974

6 119 13 623 6 9 3067 245 4,088

3 2 3 59 67

1 14 5 30 1 10 450 74 585

2 140 36 3 411 7 13 2632 263 3,507

4 234 34 18 359 11 7 1218 17 1,902

7 391 75 21 802 19 33 4359 354 6,061

交通
事故

労働
災害

運動
競技

一般
負傷

※空欄は「0」とする

加害
自損
行為

急病 その他 計水難

新
生
児

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他

計

傷病程度

年令
区分

事故種別
火災

自然
災害

少
　
年

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他

計

乳
幼
児

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他

計

中等症
軽　症
その他

計

軽　症
その他

令和６年１月１日～令和６年１２月３１日

合
　
計

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他

計

高
齢
者

死　亡

成
　
人

計

死　亡
重　症
中等症

重　症

死 亡

67 重 症

585

中等症

3,507

軽 症

1,902

傷病程度別搬送人員

新生児

4 

乳幼児

162 少年

147 

成人

1,660 

高齢者

4,088 

年齢区分別搬送人員
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救急出場（搬送人員）推移

令和2年 令和3年 令和4年 令和５年 令和６年

1,339件 1,285件 1,507件 1,593件 1,691件

1,180人 1,141人 1,325人 1,377人 1,444人

752件 734件 926件 910件 965件

641人 640人 819人 789人 814人

975件 985件 1,149件 1,247件 1,283件

864人 852人 972人 1,020人 1,045人

513件 496件 623件 634件 624件

449人 426人 531人 542人 548人

528件 593件 697件 744件 715件

454人 525人 603人 657人 629人

489件 542件 634件 685件 689件

423人 453人 544人 590人 624人

938件 964件 1,127件 1,153件 1,160件

754人 774人 894人 939人 957人

5,534件 5,599件 6,663件 6,966件 7,127件

4,765人 4,811人 5,688人 5,914人 6,061人

27 10 10 12
8

11
20

15 6 7 6
4

4
11

令和６年１２月３１日現在

署　別
年　別

館 林 消 防 署
出場件数

搬送人員

北 分 署
出場件数

搬送人員

西 分 署
出場件数

搬送人員

板 倉 消 防 署
出場件数

搬送人員

明 和 消 防 署
出場件数

搬送人員

合 計
出場件数

搬送人員

千代田消防署
出場件数

搬送人員

邑 楽 消 防 署
出場件数

搬送人員

4,765人 4,811人

5,688人
5,914人

6,061人

5534 5599

6663

6966 7127

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

令和2年 令和3年 令和4年 令和５年 令和６年

組合出場件数及び搬送人員
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発　足　昭和４９年１２月１日

　　　図ること。

発　足　平成２５年７月１日

合 計 10 1 1

隊 員 6 1 1 8

2

2

12

副 隊 長 2

隊 長

令和７年4月1日現在

区　　　　　分 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消　防　士 合　  計

特別救助隊編成表

2

（５）その他消防長又は消防署長等の命ずる防災活動

救助隊の任務

救助
救　助　隊

目　的　水上及び陸上の災害に対処し、人命の被害を軽減するため救難救助の基礎訓練を

　　　重ね、技術錬磨、救助訓練を通じて、規律、協同の精神を養い、救難救助の万全を

特 別 救 助 隊

　当組合では平成２５年７月に、救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令（昭和61年自治

 省令第22 号）第4条の基準に従い、館林消防署に配置されました。

　救助器具並びに当該救助器具を積載することができる救助工作車1 台、30ｍ級はしご車等を備え

隊員が日々訓練に励んでいます。

（１）人命検索及び救助活動

（２）消防破壊活動

（３）火災防御活動

（４）災害の防御活動
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ロープ登降機 2

山岳救助用器具 登山器具 2 バスケット型担架 3

救助用降下機 6

検索用器具 簡易画像探索機 2 熱画像直視装置 1

その他の救助用器具

発電機 3 携帯投光器 2

携帯拡声器 3 携帯無線機 6

応急処置用セット 2 車両移動器具 1

緩降機 2

除染用器具 除染シャワー 1 除染剤散布器 4

水難救助用器具

潜水器具 8 救命胴衣 53

水中投光器 5 救命浮環 15

浮標 14 救命ボート 2

船外機 2

隊員保護用器具

耐電手袋 1 耐電衣 1

耐電ズボン 1 耐電長靴 1

携帯警報器 8 防毒マスク 22

陽圧式化学防護服 7 化学防護服
（陽圧式化学防護服を除く）

92
放射線防護服 2

放射線測定器 14

破壊用器具

万能斧 4 ハンマー 3

削岩機 1
携帯用コンクリート破壊器具

検知・測定用器具

生物剤検知器 1 可燃性ガス測定器 3

有毒ガス測定器 4 酸素濃度測定器 3

呼吸保護用用具
空気呼吸器 12 防塵マスク 11

酸素呼吸器 5 送排風機 1

1 チェーンソー 3

鉄線カッター 2 空気鋸 2

2
ハンマドリル

空気切断機 2 コンクリート・鉄筋切断用
チェーンソー

1
大型油圧切断機 2

3

2

重量物排除用器具
2 マンホール救助器具 1

大型油圧スプレッダー 2 マット型空気ジャッキ 2

油圧ジャッキ 3

切断用器具

油圧切断機 2 エンジンカッター 2

ガス溶断器

一般救助用器具

かぎ付き梯子 3 三連梯子 2

ワイヤー梯子 1 空気式救助マット 1

救命索発射銃 1 サバイバースリング 1

救命用縛帯

油圧スプレッダー

可搬ウィンチ

救助用支柱器具

10

救助隊資機材一覧
救助器具 名　称 数量 名　称 数量
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　事故種別統計

火災 交通事故 水難事故
自然災害

事故
機械事故 建物事故

ガス・
酸欠事故

爆発事故
その他
の事故

出場件数 69 1 28 3 30 1 6

活動有無 45 1 15 3 20 1 5

活動有無比率 65% 100% 54% 100% 0% 0% 67% 100% 0% 83%

要救助者数 45 1 15 3 20 1 5

　管轄別統計

合計 館林（本） 館林（西） 館林（北） 板倉町 明和町 千代田町 邑楽町

出場件数 69 27 4 7 7 10 6 8

令和６年1月１日～令和６年１２月３１日

合計

事 故 種 別

令和６年中の救助出場状況

館林（本）

27

館林（西）

4 

館林（北）

7

板倉町

7 

明和町

10 

千代田町

6

邑楽町

8

管内別出動件数

火災
1 

交通事故
28 

水難事故
3 

建物事故
30 

ガス・酸欠事故
1 その他

の事故
6 

出場件数
火災

1 

交通事故
15 

水難事故
3 

建物事故
20 

ガス・酸欠事故
1 その他

の事故
5 

要救助者数
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通信指令課 



通信指令課

名　　　　　称 回線容量 適　　     　　　　　　　　用

 ［実装14］

固定電話・携帯電話・ＩＰ電話等（8）転送（2）衛星（2）緊急通報
システム用（2）

 ［実装9］

消防署・分署（7）館林第二浄水場（1）館林ガス（１）

局  線 8以上  ［実装3］

 ［実装3］

公立館林厚生病院・NEXCO・FAX転送

 ［実装6］

（デジタル）活動波1、2 ・主運用波・統制波1、２、３

自動出動指定装置　　　　　　　　　　

地図等検索装置

遠隔制御装置（無線統制台）

車両運用端末装置（AVM装置：Ⅲ型）　　　　　　　　　　　　　　

順次指令装置

災害状況自動案内装置　　　　　　　　　　　　　　　

多言語通話機能

Live119映像通報システム

主な周辺装置

　119番の通報内容を入力することで、地図等検索装置と連動し、出動隊の自動編成や署所への出場
指令、災害事案の管理等を行う装置です。

　災害発生現場の位置を的確・迅速に確認するための検索を行い、指令装置及び自動出動指定装置と
連動して、災害地点を即時に表示する装置です。また、Googleのストリートビューと連動し、通報現
場付近の建物や道路状況を確認することも可能です。

専 用 回 線 14

無 線 回 線 6以上

高機能消防指令システム  （株）富士通ゼネラル HA-524ODMA

119番受付回線 20以上

指 令 回 線 9以上

　スマートフォンからの119番通報者に対して、映像を伝送するためのURLをショートメルで送信
し、通報現場や傷病者の状態を撮影していただき、映像で通報現場の状況を確認することのできるシ
ステムです。また、スマートフォン画面に応急手当の動画（心肺蘇生法や止血等）を送信して、通報
者への口頭指導に役立てることも可能です。

　館林地区消防組合で使用している無線デジタル波の（全国統制波１・２・３波、主運用波、活動波
１・２波）の基地局６波の送信・受信を行う装置です。

　緊急車両に搭載した動態表示装置より4G回線を利用して、各車両の「出動」「現場到着」等の動態
や位置情報を監視、記録する装置で、災害地点までのルート案内といった、ナビゲーションシステム
も備わっています。

　火災等の災害発生時に消防幹部、非番職員に対し、電話回線を利用して災害情報を伝達する装置
で、一度に５回線（職員５名）の招集が可能です。

　災害状況自動案内装置は、指令台からの音声データを活用し、災害発生時に住民からの電話による
問い合わせを12回線まで自動で案内する装置です。

　外国籍の119番通報者に対し、対応する言語のオペレーターへ電話をつなぎ、３者通話で通報内容
を通訳してもらうシステムで、21か国語に対応しています。
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火

災

※
1

救
　
急

救

助

※
2

そ
の
他
出
動

※
3

重
　
複

※
4

誤
　
報

い
た
ず
ら

通
報
訓
練

※
5

転
　
送

テ
ス
ト

不

明

問
合
せ

合

計

5 988 1 10 29 104 2 271 4 285 18 61 1,778

5 1,754 6 6 40 46 5 343 5 10 2 70 2,292

39 3,527 42 66 232 464 8 69 175 60 42 345 5,069

11 479 12 114 3 57 32 1 10 719

23 3 17 1 44

31 2 33

1 2 3

133 2 9 100 1 230 2 6 483

1 70 2 12 2 11 98

61 7,006 68 227 315 771 15 684 184 631 65 492 10,519

※1　1件の通報で2台の救急車が出動する場合もあるため、救急件数と同数ではありません。

※2　その他出動は、火災､救急､救助に該当しない緊急出動。　　　　　　　

※3　重複は、火災や事故等で複数通報のあったもの。（通報者2人目以降は重複に計上）

※4　誤報は、まちがい電話や携帯電話の誤作動による通報を含む。

※5　転送は、管轄外へ119番通報を転送したもの。　　　

※※1　システムに事前登録した聴覚・発話障がい者によるスマートフォン等からのチャット形式

　による119番通報。　

※※2　下記システム概要参照

※※3　受付区分のその他は、専用線（消防-病院直通）、ヘルプネット（自動車事故によるオペレ

　ーター経由）、NEXCO東日本、自己覚知等による通報件数の総数。

緊急通報システム概要

署への駆けつけ

NET119 ※※1

その他 ※※3

合　計

　緊急通報救急出動

利用者（緊急通報装置）

・緊急通報システムとは、一人暮らしの高齢者や高齢夫婦のみで生活している世帯の自宅
に、市・町と連携して設置した装置から、装置に付いた緊急ボタンや装置から離れた場所
（遮蔽物なしで半径50m以内）でも、首掛け式のペンダント型緊急ボタンを押すことで119
番通報されるシステムです。本人が間違って押してしまったり、ネコなどの動物がボタンを
踏んで119番通報されてしまうこともあるため、通信指令員の呼びかけに応答がない場合
は、必ず安否確認で救急出動しています。
（このため結果的に誤報という場合もあります）

緊急通報ｼｽﾃﾑ ※※2

（119番指令センター）

119番等受付件数 令和6年中

受 付 区 分

各　種　事　案

 119（固定電話）

 119（IP電話）

 119（携帯電話）

一般電話（外線）

緊急ボタン・ペンダントを押す

通信指令課
救急車

出動指令

消防無線
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館林地区消防組合デジタル無線局一覧

基地局無線装置

消防本部

14

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１１４ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１１３ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

小    計 車載型移動局 携帯型移動局8 13 署活系携帯型移動局

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１１２ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１１１ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１１０ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１０９ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１０８ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１０７ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１０６ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１０５ アルインコ DJ-FU50A 1 R3.12

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１０４ アルインコ DJ-FU50A 1 R3.12

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１０３ アルインコ DJ-FU50A 1 R3.12

1 R3.12

〃 たてばやしほんぶしょかつ　１０２ アルインコ DJ-FU50A 1 R3.12

たてばやしほんぶ　２０８ 富士通ゼネラル

署活系携帯型移動局 たてばやしほんぶしょかつ　１０１ アルインコ DJ-FU50A

CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやしほんぶ　２０９ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃

〃 たてばやしほんぶ　２０７ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやしほんぶ　２０６ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

5 H26.3〃 たてばやしほんぶ　２０５ 富士通ゼネラル CP-2010P

〃 たてばやしほんぶ　２０4 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやしほんぶ　１０４ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやしほんぶ　２０２ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやしほんぶ　２０３ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやしほんぶ　２０１ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやしほんぶ　１０３

〃 たてばやしほんぶ　１０２ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

携帯型移動局 たてばやしほんぶ　１０１　 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

H26.3

館林本部２号車 たてばやしほんぶ　２ 富士通ゼネラル 5 H26.3CM-2010D

館林本部１号車 たてばやしほんぶ　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

配備年

通信指令課
基地局

無線装置
たてばやし
しょうぼう

 10W

R6.3
（H26から更新）

 10W

 10W

 10W

 10W

富士通
ゼネラル

 10W

5K80
G1D
G1E

活動波1

活動波2

主運用波

統制波1

統制波2

統制波3

設置年所属 局別 呼出名称 メーカー 型式 出力

館林本部４号車 たてばやしほんぶ　４ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

局別・車別 呼出名称 メーカー 機器名
出 力

（ W ）

館林本部司令１号車 たてばやしほんぶしれい　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

H26.3

館林火災調査１号車 たてばやしかさいちょうさ　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

館林資材搬送車 たてばやししざい　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

館林人員輸送１号車 たてばやしじんいんゆそう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

館林水防１号車 たてばやしすいぼう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3
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1 11 1 11 26

H26.3

1 H26.3

1 H26.3

CP-4069TH 1 H26.3

CP-4069TH

H26.3

〃 たてばやししょかつ　１０４

〃 たてばやししょかつ　１２２ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

1

CP-4069TH

〃

1 H26.3

たてばやししょかつ　１０９ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやししょかつ　１１０ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

たてばやししょかつ　１０８ 富士通ゼネラル CP-4069TH

1

〃

〃 たてばやししょかつ　１０６ 富士通ゼネラル

〃 たてばやししょかつ　１０７ 富士通ゼネラル

〃 たてばやししょかつ　１０３ 富士通ゼネラル

富士通ゼネラル CP-4069TH

〃 たてばやししょかつ　１０５ 富士通ゼネラル CP-4069TH

〃 たてばやし　１１０ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

1 H26.3

署活系携帯型移動局 たてばやししょかつ　１ アルインコ XE-1103

〃

1 Ｈ29.12

〃 たてばやし　１１１ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

1 H26.3

たてばやししょかつ　１０1 富士通ゼネラル CP-4069TH

〃 たてばやししょかつ　１０２ 富士通ゼネラル CP-4069TH

H26.3

〃 たてばやし　１０９ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやし　１０８

H26.3

〃 たてばやし　１０６ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃

〃 たてばやし　１０７ 富士通ゼネラル CP-2010P 5

〃 たてばやし　１０５ 富士通ゼネラル CP-2010P 5

富士通ゼネラル CP-2010P 5

携帯型移動局 たてばやし　１０１ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやし　１０２ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

救急館林2号車 きゅうきゅうたてばやし　２ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

可搬型移動局 たてばやししき　１０１ 富士通ゼネラル CM-2010DM 5 H26.3

館林広報１号車 たてばやしこうほう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

救急館林１号車 きゅうきゅうたてばやし　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

館林１０号車 たてばやし　１０ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

H26.3

館林梯子１号車 たてばやしはしご　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

H26.3

館林照明１号車 たてばやししょうめい　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

館林西水槽１号車 たてばやしにし　すいそう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

富士通ゼネラル CM-2010D 5

館林消防署

たてばやし　１０３ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

CM-2010DF 5

館林２号車 たてばやし　２ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

館林指揮１号車 H26.3

館林化学１号車 たてばやしかがく　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

館林救助１号車 たてばやしきゅうじょ　１

〃 たてばやししょかつ　１１１ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

H26.3

H26.3

局別・車別 呼出名称 メーカー 機器名
出 力

（ Ｗ ）
配備年

館林署隊本部１ たてばやししょたいほんぶ　１ 富士通ゼネラル

H26.3

たてばやししき　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

〃 たてばやし　１０４

〃 たてばやししょかつ　１１３ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１１２ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１１６ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１１４ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１１９ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１１５ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１１８ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１１７ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

卓上型固定移動局

〃

〃 たてばやししょかつ　１２１ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1

たてばやししょかつ　１２３ 富士通ゼネラル CP-4070TH

車載型移動局 携帯型移動局可搬型移動局

Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１２０ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 Ｈ27.12

H26.3

署活系携帯型移動局

1 H26.3〃 たてばやししょかつ　１２５ 富士通ゼネラル CP-4069TH

1 Ｈ27.12

〃 たてばやししょかつ　１２４ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

小    計
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西分署

1 4 6

北分署

1 3 4

5 H26.3

きゅうきゅうたてばやしきた　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

1 H26.3

5 H26.3

富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしきた　１０３ 富士通ゼネラル CP-2010P

署活系携帯型移動局 たてばやししょかつ　３０１

署活系携帯型移動局

〃 たてばやししょかつ　３０４ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

1 H26.3

救急館林北１号

館林北１号車 たてばやしきた　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

3

2

館林北署隊本部１ たてばやしきたしょたいほんぶ　１ 富士通ゼネラル CM-2010DF

小    計 卓上型固定移動局 車載型移動局 携帯型移動局

〃 たてばやししょかつ　３０２ 富士通ゼネラル CP-4069TH

〃 たてばやししょかつ　３０３ 富士通ゼネラル CP-4069TH

小    計 卓上型固定移動局 車載型移動局 携帯型移動局 署活系携帯型移動局

〃 たてばやしきた　１０２ 富士通ゼネラル CP-2010P 5

携帯型移動局 たてばやしきた　１０１ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

局別・車別 呼出名称 メーカー 機器名
出 力

（ Ｗ ） 配備年

H26.3

H26.3

〃 たてばやししょかつ　２０５ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやししょかつ　２０６ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやししょかつ　２０３ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやししょかつ　２０４ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

署活系携帯型移動局 たてばやししょかつ　２０１ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやししょかつ　２０２ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 たてばやしにし 　１０３ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 たてばやしにし　１０４ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

携帯型移動局 たてばやしにし　１０１ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

館林西１号車 たてばやしにし　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

救急館林西１号車 きゅうきゅうたてばやし にし　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

局別・車別 呼出名称 メーカー 機器名
出 力

（ Ｗ ） 配備年

〃 たてばやしにし　１０２ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

館林西広報１号車 たてばやしにし　こうほう１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

館林西署隊本部１ たてばやしにししょたいほんぶ　１ 富士通ゼネラル CM-2010DF 5 H26.3
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板倉消防署

1 5 10

明和消防署

1 3 10

CP-4069TH 1 H26.3

〃 めいわしょかつ　１０３ 富士通ゼネラル CP-4069TH

CP-4069TH 1 H26.3

めいわしょかつ　１０６ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

3

5

〃

〃 めいわしょかつ　１０５ 富士通ゼネラル

〃 めいわしょかつ　１０４ 富士通ゼネラル

署活系携帯型移動局 めいわしょかつ　１０１ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

1 H26.3

〃 めいわしょかつ　１０２ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 めいわ　１０２ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 めいわ　１０３ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

明和広報１号車 めいわこうほう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

携帯型移動局 めいわ　１０１ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

明和１号車 めいわ　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

救急明和１号車 きゅうきゅうめいわ　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 R3.12

メーカー 機器名
出 力

（ Ｗ ） 配備年

卓上型固定移動局 車載型移動局 携帯型移動局 署活系携帯型移動局

1 R1.11

明和署隊本部１ めいわしょたいほんぶ　１ 富士通ゼネラル CM-2010DF 5 H26.3

局別・車別 呼出名称

〃 いたくらしょかつ　１０７ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

小    計

〃 いたくらしょかつ　１１０ 富士通ゼネラル CP-4070TH

〃 いたくらしょかつ　１０８ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 R1.11

CP-4069TH 1 H26.3

1 R1.11

H26.3

〃 いたくらしょかつ　１０６ 富士通ゼネラル

〃 いたくらしょかつ　１０９ 富士通ゼネラル CP-4070TH

〃 いたくらしょかつ　１０４ 富士通ゼネラル

H26.3

H26.3

〃 いたくらしょかつ　１０５ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

CP-4069TH 1

いたくらしょかつ　１０３ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 いたくらしょかつ　１０２ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

〃

〃 いたくら　１０４ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

署活系携帯型移動局 いたくらしょかつ　１０１ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

携帯型移動局 いたくら　１０１ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

H26.3

板倉１号車 いたくら　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

いたくらじゅうき　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

板倉２号車 いたくら　２ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

板倉広報１号車

局別・車別 呼出名称 メーカー 機器名
出 力

（ Ｗ ） 配備年

板倉重機１号車

H26.3板倉署隊本部１ いたくらしょたいほんぶ　１ 富士通ゼネラル CM-2010DF 5

いたくらこうほう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

救急板倉１号車 きゅうきゅういたくら　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

〃 いたくら　１０２ 富士通ゼネラル CP-2010P 5

富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

1

H26.3

H26.3

〃 いたくら　１０５ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 いたくら　１０３ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 めいわしょかつ　１１０ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

H26.3

小    計

〃 めいわしょかつ　１０８ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 めいわしょかつ　１０９

H26.3

卓上型固定移動局 車載型移動局 携帯型移動局 署活系携帯型移動局

〃 めいわしょかつ　１０７ 富士通ゼネラル CP-4069TH
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千代田消防署

1 3 10

邑楽消防署

1 5 11

局別・車別

千代田１号車 ちよだ　１

千代田署隊本部１ ちよだしょたいほんぶ　１ 富士通ゼネラル CM-2010DF 5 H26.3

呼出名称 メーカー

富士通ゼネラル

H26.3

H26.3

CP-2010P 5

H26.3

H26.3

H26.3

機器名
出 力

（ Ｗ ） 配備年

CM-2010D 5 H26.3

H26.3

富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

千代田広報１号車 ちよだこうほう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

救急千代田１号車 きゅうきゅうちよだ　１

富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

携帯型移動局 ちよだ　１０１

館林本部3号車 たてばやしほんぶ　3 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

〃 ちよだ　１０３

富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 ちよだ　１０２

〃 ちよだしょかつ　１０２

富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

署活系携帯型移動局 ちよだしょかつ　１０１ 富士通ゼネラル CP-4069TH

富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

1 H26.3

〃 ちよだしょかつ　１０５ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

H26.3

〃 ちよだしょかつ　１０３ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

H26.3

〃 ちよだしょかつ　１０４ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

〃 ちよだしょかつ　１０７ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃

R3.3

〃 ちよだしょかつ　１０９ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 R3.3

〃 ちよだしょかつ　１０８ 富士通ゼネラル

ちよだしょかつ　１０６ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

CP-4070TH 1

〃 ちよだしょかつ　１１０ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1

4

呼 出 名 称 メ ー カ ー 機器名
出 力

（ Ｗ ）

小    計 卓上型固定移動局 車載型移動局 携帯型移動局 署活系携帯型移動局

配備年

R3.3

邑楽署隊本部１ おうらしょたいほんぶ　１ 富士通ゼネラル CM-2010DF 5 H26.3

局 別 ・ 車 別

H26.3

邑楽２号車 おうら　２ 富士通ゼネラル CM-2010D 5 H26.3

邑楽１号車 おうら　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

邑楽資材搬送１号車 おうらしざいはんそう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

おうらこうほう　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

救急邑楽１号車 きゅうきゅうおうら　１ 富士通ゼネラル CM-2010D 5

携帯型移動局 おうら　１０１ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

邑楽広報１号車

H26.3

〃 おうら　１０３ 富士通ゼネラル CP-2010P 5 H26.3

〃 おうら　１０２ 富士通ゼネラル

〃 おうら　１０４ 富士通ゼネラル CP-2010P 5

おうらしょかつ　１０１ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

〃 おうら　１０５ 富士通ゼネラル CP-2010P 5

〃 おうらしょかつ　１０３ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

H26.3

〃 おうらしょかつ　１０２ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

署活系携帯型移動局

H26.3

H26.3

〃 おうらしょかつ　１０６ 富士通ゼネラル CP-4069TH

〃 おうらしょかつ　１０４ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 おうらしょかつ　１０５ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1

1 H26.3

〃 おうらしょかつ　１０７ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

〃 おうらしょかつ　１０８ 富士通ゼネラル CP-4069TH 1 H26.3

H31.3

〃 おうらしょかつ　１１０ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 H31.3

〃 おうらしょかつ　１０９ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1

小    計 卓上型固定移動局 車載型移動局 携帯型移動局 署活系携帯型移動局

〃 おうらしょかつ　１１１ 富士通ゼネラル CP-4070TH 1 H31.3

5
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月別天候状況調　　　　　　　 （令和6年中）
 　　区 分

月別日数

１月 24 6 1 3

２月 17 7 4 1 11

３月 20 8 3 10

４月 13 13 4 9

５月 15 7 9 11

６月 12 14 4 11

７月 17 10 4 12

８月 12 17 2 15

９月 17 9 4 10

１０月 12 14 5 13

１１月 20 8 2 8

１２月 29 2

  合　　計 208 115 42 1 113

館林地区消防組合午前９時観測値

（午前9時時点の天候日数のため、雨の日数と降雨のあった日数は異なる）

風速・温度・湿度・降水量月別平均調 （令和6年中）
区分 風速 温度 湿度 総降水量

月別平均 （ｍ） （℃） （％） （㎜）

１月 1.3 5.4 55.4 35.5

２月 1.3 6.6 63.4 67.0

３月 1.7 8.5 57.1 130.0

４月 1.4 16.7 68.7 64.5

５月 1.5 19.7 68.6 125.5

６月 1.4 23.4 74.8 135.5

７月 1.2 28.7 76.3 75.0

８月 1.5 29.1 78.3 283.5

９月 1.3 26.5 79.8 166.0

１０月 1.0 19.8 80.1 121.5

１１月 1.1 12.7 69.6 79.0

１２月 1.2 6.5 55.7

館林地区消防組合午前９時観測値 総降水量 1,283.0

気象情報受理件数

風雪 強風 大雨 洪水 大雪 雷

13 19 7 2 73

乾燥 濃霧 霜 低温 着雪 着氷

14 26 3 1

暴風 暴風雪 大雨 洪水 大雪

2 1 1

（注意報・警報ともに、館林市に発表された件数）

地震観測回数　37回（館林市内で震度1以上の地震を観測した回数）

気象関係

晴 曇 雨 雪

注意報

警報

降 雨 の
あった日

（令和6年中）

55



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防音楽隊 



発　足　　　　昭和４５年５月１５日

目　的　　　音楽を通して防火・防災思想の普及、災害に対する備えと消防志気の高揚に資し、併せて

　　　　　　住民との接触を密にして融和を図り、もって消防の使命達成に寄与すること。

　 音　楽　隊　編　成　表

・消防音楽隊は28名の消防職員で構成され、組合管内の各行事等に出場し、

　地域住民に消防のPRに努めています。

消防音楽隊

令和7年４月１日現在

区　　　　　分 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消　防　士 合　  計

2

隊　　　　　長 1

6 7 7 5

1

副　　隊　　長 2

25

計 9 7 7 5 28

隊　　　　　員

6

指　揮　者 1 1

トランペット 1 1 1 3

1 4

トロンボーン 1 2

1 1

3

アルトサックス 2 1

2

フルート 1 2 3

テナーサックス

パーカッション

4

スーザホン 2

1 1

2

クラリネット 1 2 1

2

28計 9 7 7 5

Eベース 1 1
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消 防 団 



※　組合消防団長は各消防団長の協議により選出

本部の名称及び位置

団員報酬等

○組合消防団長については、年額15,000円を加算。

○出動報酬として、１出動につき2,500円／人を支給。

　　　　　　　　また、災害出動等で長時間にわたる場合は、１日あたり8,000円を支給。

55,000年額報酬 289,000 209,000 163,000 109,000 70,000

令和7年４月１日現在

階級別 団　　長 副 団 長 分 団 長 副分団長 班　　長 団　　員

館林地区消防組合　明和消防団本部 明和町南大島２６５番地１

館林地区消防組合　千代田消防団本部 千代田町大字萱野１２１８番地の１

館林地区消防組合　邑楽消防団本部 邑楽町大字中野２６４７番地１

館林地区消防組合　板倉消防団本部 板倉町大字板倉３４２７番地の５

消防団組織図
館 林 消 防 団

板 倉 消 防 団

館林地区消防組合 明 和 消 防 団

千 代 田 消 防 団

邑 楽 消 防 団

名 称 位 置

館林地区消防組合　館林消防団本部 館林市上赤生田町４０５０番地の１
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館林消防団

分 団 名 班　　名 区                              域

第　１　班 　当郷町・田谷町・四ツ谷町・千塚町・細内町

第　２　班 　大島町

第　１　班 　花山町・羽附町・羽附旭町・楠町

第　２　班 　赤生田町・赤生田本町・上赤生田町

第　３　班 　青柳町・近藤町・苗木町・諏訪町

第　１　班 　上三林町・下三林町・入ヶ谷町

第　２　班 　野辺町

第　２　班 　西高根町・高根町

第　１　班 　木戸町

第　２　班 　日向町

第　１　班 　足次町・岡野町・大新田町

第　２　班 　下早川田町・上早川田町・傍示塚町

分 団 名 班　　名 区                              域

第 １ 分 団 　岩田・籾谷・内蔵新田

第 ２ 分 団 　板倉・大蔵

第 ３ 分 団 　飯野・大高嶋・下五箇

第 ５ 分 団 　大曲・大荷場・細谷・離・除川・西岡・西岡新田

消防団分団区域一覧

第 １ 分 団
　本町二丁目西・本町二丁目東・本町三丁目・本町四丁目
　千代田町・富士見町

第 ２ 分 団
　仲町南・仲町北・西本町南・西本町北・代官町・大街道一丁目
　大街道二丁目・大街道三丁目・栄町

第 ３ 分 団
　本町一丁目・台宿町・大手町・朝日町南・朝日町北・尾曳町
　加法師町・広内町．城町南・城町北・東広内町・若宮町
　瀬戸谷町・坂下町

第 ４ 分 団

第 ５ 分 団

第 ６ 分 団

第　１　班
　新宿一丁目・新宿二丁目・緑町一丁目・緑町二丁目
　松原一丁目・松原二丁目・松原三丁目・つつじ町

第　２　班
　美園町・南美園町・東美園町・西美園町・堀工町・富士原町
　小桑原町・赤土町のうち旧富士北・分福町

板倉消防団

第 ４ 分 団
　海老瀬・朝日野一丁目・二丁目・三丁目・四丁目
　泉野一丁目・二丁目・三丁目・四丁目

第 ７ 分 団

第 ８ 分 団
第　１　班

　赤土町・大谷町・成島町・北成島町・新栄町
　松沼町（赤土町のうち旧富士北を除く。）

第 ９ 分 団

第 10 分 団
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分 団 名 班　　名 区                              域

第　１　班 　斗合田・下江黒・上江黒

第　２　班 　千津井・江口・田島

第　１　班 　南大島

第　２　班 　新里・中谷・梅原

第　１　班 　川俣・須賀・大輪

第　２　班 　入ケ谷・矢島・大佐貫

分 団 名 班　　名 区                              域

第　１　班 　赤岩（１区、２区、３区（熊野、五反田））・赤岩西

第　２　班 　赤岩（３区（檜内）、１１区）

第　３　班 　福島

第　４　班 　舞木（１４区）・新福寺

第　５　班 　舞木（１５区、１６区）・舞木東

第　１　班 　瀬戸井・上五箇

第　２　班 　上中森・下中森・昭和

第　３　班 　萱野・木崎・鍋谷

分 団 名 班　　名 区                              域

第　１　班 　横町化楽・上下西宿・光善寺・新中野・明野

第　２　班 　下中野・前谷東原・前・瀬戸宿、千原田向地・鶉上・鶉下・鶉新田

第　３　班 　前原・天王元宿・十三坊塚・大根村琵琶首・谷中蛭沼

第　１　班 　藤川

第　２　班 　一本木・渋沼

第　３　班 　秋妻

第　４　班 　石打・住谷崎

第　１　班 　西ノ根宮内中島・馬場大林・上下寺中

第　２　班 　坪谷

第　３　班 　水立大黒・十三軒・十軒

第　４　班 　店高原・本郷江原

第　５　班 　古家・大谷端宿赤東・開拓

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

明和消防団

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

千代田消防団

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

邑楽消防団
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消防団員の現況

消防団員配置状況

団 本 部 1 3 4 8

第１分団 1 1 2 14 18

第２分団 1 1 2 13 17

第３分団 1 1 2 14 18

第４分団 1 1 2 14 18

第５分団 1 1 2 15 19

第６分団 1 2 3 27 33

第７分団 1 1 2 21 25

第８分団 1 1 2 18 22

第９分団 1 1 2 19 23

第１０分団 1 1 2 21 25

小　　　計 1 3 4 10 11 21 176 226

団 本 部 1 2 3

第１分団 1 1 2 16 20

第２分団 1 1 2 16 20

第３分団 1 1 2 15 19

第４分団 1 1 2 14 18

第５分団 1 1 2 16 20

小　　　計 1 2 5 5 10 77 100

団 本 部 1 2 3

第１分団 1 1 2 26 30

第２分団 1 1 2 26 30

第３分団 1 1 2 26 30

小　　　計 1 2 3 3 6 78 93

団 本 部 1 2 3

第１分団 1 1 5 49 56

第２分団 1 1 3 30 35

小　　　計 1 2 2 2 8 79 94

団 本 部 1 2 3

第１分団 1 1 3 31 36

第２分団 1 1 4 30 36

第３分団 1 1 5 38 45

小　　　計 1 2 3 3 12 99 120

5 11 4 23 24 57 509 633合　　　計

　団　別

館
林
消
防
団

板
倉
消
防
団

明
和
消
防
団

千
代
田

消
防
団

邑
楽
消
防
団

　令和７年４月１日現在

　　　　階級別
団　長 副団長 本部員 分団長 副分団長 班　長 団　員 合　　計

館林消防団

36%

板倉消防団

16%

明和消防団

14%

千代田消防団

15%

邑楽消防団

19%

226 

100 93 
94 

120 

0

50

100

150

200

250

館林消防団 板倉消防団 明和消防団 千代田消防団 邑楽消防団
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消防団員階級別年齢調

団 長 1 1

副 団 長 2 1 3

分 団 長 5 3 6 14

副 分 団 長 1 4 2 4 11

班 長 6 7 6 2 21

団 員 6 5 15 25 34 42 33 13 3 176

小 計 6 5 15 32 50 53 47 14 4 226

団 長 1 1

副 団 長 1 1 2

分 団 長 1 3 1 5

副 分 団 長 1 3 1 5

班 長 1 2 1 5 1 10

団 員 7 3 16 34 15 2 77

小 計 9 3 19 42 23 4 100

団 長 1 1

副 団 長 2 2

分 団 長 1 1 1 3

副 分 団 長 1 2 3

班 長 2 2 1 1 6

団 員 1 3 7 13 19 19 13 3 78

小 計 1 3 9 17 23 22 13 4 1 93

団 長 1 1

副 団 長 2 2

分 団 長 2 2

副 分 団 長 1 1 2

班 長 1 4 2 1 8

団 員 2 4 13 18 14 16 9 3 79

小 計 2 4 14 23 16 17 14 4 94

団 長 1 1

副 団 長 1 1 2

分 団 長 2 1 3

副 分 団 長 1 2 3

班 長 1 1 4 1 3 2 12

団 員 1 2 5 19 29 19 15 8 1 99

小 計 1 3 6 23 30 24 20 10 3 120

8 13 43 89 145 157 120 46 12 633

千
代
田
消
防
団

邑
楽
消
防
団

合　　　計

55才
以上

合　計
　団　別

館
林
消
防
団

板
倉
消
防
団

明
和
消
防
団

　　　　　　　　　　　　令和７年４月１日現在

　　　　階級別 21歳
未満

21歳
～24歳

25歳
～29歳

30歳
～34歳

35歳
～39歳

40歳
～44歳

45歳
～49歳

50歳
～54歳
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館林消防団

第1分団車 本町3丁目8-2 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H21. 3

第2分団車 大街道１丁目13-38 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ R4.１

第3分団車 朝日町1-34 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H24.11

第4分団第1班車 当郷町1904 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4890㏄ H14.11

第4分団第2班車 大島町3984-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ R5. 1

小型動力ポンプ積載車 2990㏄ H29.12

小型動力ポンプ  Ｂ２級 H29.12

第5分団第2班車 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H30. 9

第6分団第1班車 緑町１丁目13-21 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ R6. ７

第6分団第2班車 堀工町1202-2 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4890㏄ H16. 3

小型動力ポンプ積載車 2990㏄ H26. 2

小型動力ポンプ  Ｂ２級 H26. 2

第7分団第1班車 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H23.11

小型動力ポンプ積載車 2990㏄ H28. 2

小型動力ポンプ  Ｂ2級 H28. 2

第8分団第1班車 成島町371 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4570㏄ H11.12 水槽付 700ℓ

小型動力ポンプ積載車 2950㏄ H22. 1

小型動力ポンプ  Ｂ２級 H22. 1

小型動力ポンプ積載車 2990㏄ H29. 2

小型動力ポンプ  Ｂ２級 H29. 2

第9分団第2班車 日向町836 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ R3. 1

第10分団第1班車 足次町149 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ R2. 1

小型動力ポンプ積載車 2990㏄ H27. 2

小型動力ポンプ  Ｂ２級 H27. 2

団本部 上赤生田町4050-1 指令車 2000㏄ R2.11 館林署配置

板倉消防団

第1分団車 岩田1880 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H25.12

第2分団車 板倉1594 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ R6. ７ 水槽付 800ℓ

第3分団車 大高嶋1587-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H23.11

第4分団車 朝日野1丁目3983 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H22.10

第5分団車 西岡331 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ R1.12 水槽付 700ℓ

小型動力ポンプ積載車 2500㏄ R3.2

小型動力ポンプ Ｃ級 R3.2

備考

第7分団第2班車
上三林町1507-1

第5分団第1班車

第6分団第3班車 青柳町901-2

羽附町1693-2

合計：普通ポンプ車 3台・水槽付ポンプ車 2台・小型動力ポンプ積載車 1台・小型動力ポンプ 1台

車両総計：普通ポンプ車 33台・水槽付ポンプ車 10台・小型動力ポンプ積載車 9台・小型動力ポンプ 9台・団指令車 2台
　　　　　

　　令和7年4月1日現在

名称 所在 種別 車両 型式
ポンプ
性能

排気量

第10分団第２班車 下早川田町845-1

救助資機材搭載型
（消防庁貸与）

第9分団第1班車 木戸町320-4

第8分団第2班車

消防団消防車両配置一覧表

団本部 板倉3427-5
救助資機材搭載型
（消防庁貸与）

購入年月 備考

合計：普通ポンプ車 11台・水槽付ポンプ車 1台・小型動力ポンプ積載車 6台・小型動力ポンプ 6台・団指令車 1台

　

名称 所在

高根町1060

種別 車両 型式 ポンプ 性能 排気量

購入年月
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明和消防団

第1分団第1班車 斗合田133-2 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000cc H30.11 水槽付 700ℓ

第1分団第2班車 江口669 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H29.10 水槽付 700ℓ

第2分団第1班車 南大島322-2 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4770㏄ H17. 3 水槽付 700ℓ

第2分団第2班車 梅原558 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000cc R1.11 水槽付 700ℓ

第3分団第1班車 大輪2070-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000cc H30.11 水槽付 700ℓ

第3分団第2班車 矢島829-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級 4000㏄ H29.10 水槽付 700ℓ

小型動力ポンプ積載車 2500㏄ R7.2

小型動力ポンプ Ｃ級 R7.2

第1分団第1班車 赤岩193-5 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級  4000㏄ H27.11

第1分団第2班車 赤岩2471-2 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級  4000㏄ H27.11

第1分団第3班車 福島579-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級  4000㏄ H26.11

第1分団第4班車 舞木845-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級  4000㏄ H28.11

第1分団第5班車 舞木51-14 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級  4000㏄ H26.11

第2分団第1班車 上五箇240-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級  4000㏄ H26.11

第2分団第2班車 下中森155-3 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級  4000㏄ H28.11

第2分団第3班車 木崎534-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ  Ａ２級  4000㏄ H27.11

小型動力ポンプ積載車 2500㏄ R6.3

小型動力ポンプ Ｃ級 R6.3

第1分団第1班車 新中野48-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ H27.11

第1分団第2班車 鶉250-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ H29.11

第1分団第3班車 中野2370-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  2990㏄ R2. 1
救助資機材搭載型
（消防庁貸与）

第2分団第1班車 藤川544 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ H28.11

第2分団第2班車 藤川1118-3 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ R1.10

第2分団第3班車 秋妻529-3 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ H30.9

第2分団第4班車 石打1017-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  2990㏄ H26.11
救助資機材搭載型
（消防庁貸与）

第3分団第1班車 篠塚2907 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ H27.11

第3分団第2班車 篠塚1099-2 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ R1.10

第3分団第3班車 篠塚1420-2 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ H28.11

第3分団第4班車 狸塚1590-1 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4000㏄ H29.11

第3分団第5班車 赤堀511 普通ポンプ車 ＣＤ-Ⅰ Ａ２級  4890㏄ H14.10 水槽付 700ℓ

団本部 中野2647-1 司令車  1980㏄ R5.3 邑楽署配置

名称 所在

種別 車両 型式 ポンプ 性能

団本部 南大島265-1

購入年月 備考ポンプ 性能 排気量種別 車両 型式

救助資機材搭載型
（消防庁貸与）

合計：普通ポンプ車 0台・水槽付ポンプ車 6台・小型動力ポンプ積載車 1台・小型動力ポンプ 1台

千代田消防団

合計：普通ポンプ車 8台・水槽付ポンプ車 0台・小型動力ポンプ積載車 1台・小型動力ポンプ 1台

邑楽消防団

備考

救助資機材搭載型
（消防庁貸与）

購入年月

団本部 萱野1218-1

名称 人員 排気量

備考

合計：普通ポンプ車 11台・水槽付ポンプ車 1台・小型動力ポンプ積載車 0台・小型動力ポンプ 0台・団司令車 1台

名称 所在 種別 車両 型式 ポンプ 性能 排気量 購入年月
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消防団の勢力

　　　区　分

　市町別

館 林 市

板 倉 町

明 和 町

千 代 田 町

邑 楽 町

消防団員の出場状況

　　　種　別

　団　別 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人員

館 林 消 防 団 8 355 333 2,344 160 752 68 285 569 3,736

板 倉 消 防 団 6 203 82 826 1 13 1 53 90 1,095

明 和 消 防 団 6 235 29 250 5 90 40 575

千 代 田 消 防 団 7 135 31 672 5 53 43 860

邑 楽 消 防 団 8 262 60 362 1 38 30 220 99 882

合 計 35 1,190 535 4,454 172 946 99 558 841 7,148

315 150 0.26 4,074 1,943

1,784 742

2.59

111

3.39

3.27

133 59 0.41 2,231 996 6.98

115 48 0.21

49

　　　　　　　　令和７年４月１日現在

消防団員１人当たり 消防ポンプ１台当たり

人　口 世帯数 面積ｋ㎡ 人　口 世帯数 面積ｋ㎡

0.22 1,199 527 2.41

火　　　災 風水害等の災害 演  習  訓  練 特  別  警  戒 そ  の  他 合　　計

　　　　　　　　　　　　　令和６年中

214 92 0.26 2,120 917
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URL：https://fire-tatebayashi.jp

　群馬県館林市上赤生田町4050－1
TEL：0276－72－8360
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「やさしさと活気の調和した夢あふれるまち“おうら”」邑楽町

館林地区消防組合構成市町

「里沼の息づく次世代へ安心をつなぐ暮らしやすいまち　館林」館林市

「地域で支え合う安全なまち　いたくら」板倉町

「仕事が好き、家族が好き。だから、明和町」明和町

「共につくろう　人と自然が輝く　元気で活力あるまち　ちよだ」千代田町

『ぽんちゃん』

『いたくらん』

『メイちゃん』

『みどりちゃん』

『オーランドさん』


